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国
文
学
研
究
資
料
館
に
お
け
る

当
館
の
情
報
処
理
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム

開
発
に
つ
い
て
は
創
設
以
来
鋭
意
努
力
さ

れ
て
き
た
が
、
昭
和
別
年
度
に
電
子
計
算

機
が
導
入
さ
れ
、
一
層
本
格
化
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
計
算
機
の
入

れ
替
え
が
あ
り
、
ま
た
シ
ス
テ
ム
開
発
も

古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
大

き
い
変
貌
を
と
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ

こ
で
計
算
機
の
更
新
、
最
近
の
シ
ス
テ
ム

開
発
と
デ
ー
タ
整
備
の
状
況
、
館
内
サ
ー

ビ
ス
の
計
画
案
、
そ
し
て
将
来
的
課
題
等

を
概
略
報
告
す
る
。

次
期
計
算
機
選
定

次
期
計
算
機
選
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和

師
年
度
後
半
に
、
電
算
機
専
門
委
員
会
（
準

備
会
）
を
中
心
に
編
成
し
た
機
種
検
討
会

を
数
次
に
わ
た
り
開
催
し
、
情
報
検
索
委

員
会
の
議
を
経
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
要
求

情
報
処
理
の
現
状
と
展
望

に
応
じ
た
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
富
士
通
、
日
立

三
社
か
ら
日
立
製
作
所
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
／
Ｍ

２
６
０
，
を
選
定
し
た
。
新
し
い
計
算
機

の
機
器
構
成
を
表
１
に
、
新
旧
の
比
較
を

表
２
に
、
端
末
配
布
計
画
を
表
３
に
示
す
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
搬
入
は
昭
和
認
年
加

月
末
日
を
目
途
に
移
行
作
業
を
進
め
て
い

る
。
直
結
型
端
末
妬
台
は
、
漢
字
キ
ー
ボ

ー
ド
の
付
く
も
の
７
台
、
そ
の
他
は
『
か

な
漢
字
変
換
』
に
よ
り
全
て
漢
字
入
力
が

可
能
で
あ
る
。
こ
の
他
に
画
像
入
力
用
端

末
１
台
（
５
６
０
／
２
０
Ⅲ
マ
ル
チ
ワ
ー

ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
情
報
処
理
室
に

設
置
す
る
。
５
６
０
／
２
０
Ⅲ
Ｐ
は
、
「
パ

ー
ソ
ナ
ル
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
商

品
名
の
端
末
で
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
・
デ
ィ
ス

ク
、
プ
リ
ン
タ
を
装
備
し
て
お
り
、
『
か
な

漢
字
変
換
』
に
よ
り
漢
字
入
力
が
可
能
で
、

ソ

内
藤
衛
亮

単
票
プ
リ
ン
ト
が
で
き
計
算
機
室
が
稼
動

中
で
な
く
と
も
使
用
で
き
る
。
な
お
直
結

型
端
末
の
他
に
、
日
立
漢
字
デ
ー
タ
・
タ

ー
ミ
ナ
ル
Ｈ
Ｔ
５
２
１
７
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
二

水
準
装
備
）
３
台
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
マ
ス

タ
ー
（
Ｂ
Ｍ
１
６
０
０
０
）
２
台
を
導
入

す
る
。
こ
の
他
に
、
既
に
導
入
さ
れ
て
い

る
端
末
類
４
台
（
サ
ン
ョ
ー
・
ポ
ー
タ
ブ

ル
型
、
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ト
、

ア
ン
リ
ッ
、
Ｆ
Ｍ
１
１
）
が
あ
り
、
合
計

９
台
の
（
公
衆
綱
）
回
線
経
由
で
利
用
す

る
端
末
が
あ
る
．

開
発
昭
和
師
年
度
以
来
の
開
発
の
内
、
主
要

な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
シ
ス
テ
ム
の

概
要
設
計
と
入
力
部
作
成

昭
和
記
年
１
月
１
３
月
に
か
け
て
㈱
ラ

デ
ィ
ッ
ク
ス
に
委
託
し
て
概
要
設
計
及
び

入
力
部
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と
開
発
を
行
っ

た
。
概
要
設
計
は
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
概
念
設
計
と
論
理
フ
ァ
イ
ル

設
計
が
中
心
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
機
能
は

概
要
の
み
を
設
計
し
た
が
、
フ
ァ
イ
ル
設
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古
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ス
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デ
ー
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ベ
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シ
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開
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星
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図
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委
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Ｈ
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堺
出
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ソ

計
は
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
モ
デ
ル
を
採
用

し
た
場
合
の
物
理
フ
ァ
イ
ル
設
計
レ
ベ
ル

ま
で
一
応
の
案
を
示
し
て
い
る
。
物
理
フ

ァ
イ
ル
設
計
は
今
後
の
機
能
設
計
の
詳
細

検
討
と
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
の
仕
様
と
を
待
っ
て
細

部
の
検
討
に
入
る
予
定
で
あ
る
．
概
要
設

計
に
雑
き
、
書
誌
フ
ァ
イ
ル
入
力
機
能
の

内
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
直
接
関
連
し
な
い
部

分
で
あ
る
帳
票
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
・
チ
ェ

ッ
ク
、
セ
マ
ン
テ
ィ
ク
・
チ
ェ
ッ
ク
及
び

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
変
換
機
能
等
の
詳
細
設
計

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
行
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
昭
和
詔
年
度
前
半
に
は
古
典
籍
総

合
目
録
の
入
力
作
業
手
順
の
確
立
と
し
て

そ
の
運
用
シ
ス
テ
ム
確
立
を
計
っ
た
。
外

注
パ
ン
チ
に
よ
る
作
業
形
態
と
多
人
数
に

よ
る
作
業
の
同
時
分
担
を
考
慮
し
、
入
力

デ
ー
タ
の
ロ
ッ
ト
管
理
と
い
う
概
念
を
導

入
し
て
運
用
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
ロ

ッ
ト
管
理
テ
ー
ブ
ル
を
中
心
と
し
て
幾
つ

か
の
Ｔ
Ｓ
Ｓ
コ
マ
ン
ド
で
作
業
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

昭
和
卵
年
に
は
古
典
籍
総
合
目
録
作
成

シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
上
へ
の
設
置
展
開

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
洲
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物
酪
研
究
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会
参
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を
行
う
。
開
発
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の

と
な
る
予
定
で
あ
る
。
○
物
理
フ
ァ
イ
ル

設
計
の
確
定
。
○
書
誌
デ
ー
タ
・
ロ
ー
ダ

の
設
計
開
発
。
○
著
作
、
著
者
等
フ
ァ
イ

ル
の
入
力
機
能
の
詳
細
設
計
。
○
著
作
典

拠
、
符
者
典
拠
等
の
業
務
に
必
要
な
機
能

の
詳
細
設
計
。
○
上
記
機
能
を
実
行
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
群
の
設
計
・
開
発
。

古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
は
、
近
い

将
来
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
Ｕ
鍬
と
和
古
諜
目

録
の
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
吸
収

統
合
化
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
に
よ
り
連

用
を
緊
密
化
す
る
予
定
で
あ
る
。

２
論
文
目
録
検
索
シ
ス
テ
ム
開
発

当
館
で
は
『
国
文
学
年
鑑
』
と
並
行
す

る
形
で
、
『
三
十
七
年
以
前
論
文
目
録
（
仮

称
）
』
の
細
集
発
行
を
急
い
で
お
り
、
さ
ら

に
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
論
文
目
録
検
索
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る
。

総
文
検
索
シ
ス
テ
ム
の
実
験
公
開
（
科

研
悩
）
を
、
メ
ー
カ
提
供
の
梢
報
検
索
シ

ス
テ
ム
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
当
館
発
行
の
『
国

文
学
年
鑑
』
昭
和
艶
年
度
版
１
年
分
の
デ

ー
タ
を
搭
械
し
て
、
当
館
十
周
年
記
念
式

典
（
昭
和
師
年
加
月
調
日
）
と
国
際
日
本

文
学
研
究
集
会
（
同
ｎ
月
哩
日
）
に
、
館

内
に
お
い
て
行
い
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
必
要
性
、
方
法
論
な
ど
に
多
く
の

示
唆
を
得
た
。

さ
ら
に
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
の
公
衆
網

|｜

利
用
に
よ
る
遠
隔
利
用
テ
ス
ト
（
科
研
費
）

と
し
て
、
前
記
デ
ー
タ
に
よ
り
東
北
大
学
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
（
昭
和
師
年
皿
月
鯛

日
）
、
九
州
大
学
（
九
州
各
地
の
研
究
者
）

（
昭
和
記
年
３
月
喝
日
）
に
お
い
て
サ
ン

ョ
ー
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
淡
字
端
末
に
よ
り
行

っ
た
。
こ
の
実
験
は
、
特
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
二

水
準
な
ら
び
に
外
字
の
出
力
の
で
き
な
い

場
合
の
利
用
者
の
反
応
、
そ
の
範
州
で
の

デ
ー
タ
に
対
す
る
信
頼
感
に
蒲
目
し
て
行

照
二
箇
所
と
も
熱
心
な
協
力
を
得
た
。

デ
ー
タ
に
対
す
る
期
待
は
少
な
か
ら
ぬ
も

の
が
あ
っ
た
の
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
二
水
難
、

そ
し
て
将
来
的
に
は
外
字
の
出
力
に
対
す

る
解
決
策
を
摸
索
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

教
訓
を
得
た
。

論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
に
は

昭
和
弱
年
度
に
利
用
者
・
オ
ウ
ン
コ
ー
デ

ィ
ン
グ
を
付
加
し
、
初
心
者
に
と
っ
て
使

い
易
い
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
加
え
改
良

し
た
が
、
昭
和
印
年
度
に
は
問
題
と
な
っ

た
点
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に
使
い
易
い
も

の
と
す
る
た
め
の
改
良
を
行
っ
た
。

３
総
文
Ⅲ
録
デ
ー
タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・

テ
ー
タ
ベ
ー
ス
用
整
備

諏
年
以
前
分
約
３
万
４
千
件

錦
～
卿
年
分
約
４
万
６
千
件

幅
～
弱
年
分
約
４
万
４
千
件

合
計
約
吃
万
４
千
件
を
、
昭
和
認
年
度

中
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
可
能
と
す
る
べ

一
“
》

HITACM-2“、

表lHITACM－260Dシステム機器構成図
ｺﾝ，､ﾉｰjlデリスグレイ

ヰ､央処理使看（16MB）

H･…、瓦

プリンタ

×2

I1-648l1
岨弧テープ

’段■プロ･ソヒーデイガ,ｸ

l(｝

夕ｰ

)1-8鼠

DK

デイ1
J動1mx

h■■■■■

PRx
H・K171-1知

日字プリンタ

１
夕

ⅢX5

1,RxH

l】【)X咽

1，，X■
芦
コ
ー
コ

Ｓ
ｘ
ｘ

ｘ
Ｐ
Ｒ

皿
Ⅲ
Ｐ

ページプ0ノンタ付

厘
囲

紛
一
ね
一
イ
ー
汚
一

Ｔ
ｌ

ｒ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

(絶計12．1ｺGB》

ｌ
プ
プ
イ
イ
ャ
ダ
ダ

釦
釦
↓
〆

ｌ
Ⅲ

》
《
『１

１
皿
Ｐ

ｂ
●
、
薗
函

－ 2－



昭#Ⅱ58年lO月IKI文学研究資料館報第21号

く
作
業
を
急
い
で
い
る
．
つ
い
で
な
が
ら
、

デ
ー
タ
内
容
は
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
を
主
Ⅱ

的
と
し
た
も
の
の
た
め
、
前
紀
『
三
十
七

年
以
前
論
文
目
録
（
仮
称
）
』
と
は
必
ず
し

も
軌
を
一
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

４
共
同
研
究
『
連
歌
』
の
シ
ス
テ
ム
設

計
な
ら
び
に
入
力
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

共
同
研
究
『
連
歌
』
は
昭
和
印
年
度
に

発
足
し
、
こ
れ
に
傭
報
処
理
室
は
全
面
的

な
支
援
体
制
で
取
り
組
ん
で
い
る
．
シ
ス

テ
ム
分
折
と
開
発
、
デ
ー
タ
作
成
の
各
側

面
に
お
い
て
連
歌
デ
ー
タ
と
当
館
書
誌
デ

ー
タ
の
結
合
ま
で
を
可
能
と
す
べ
く
共
同
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炎3培末配布計1I蝿 研
究
『
連
歌
』
の
メ
ン
バ
ー
と
検
討
協
縦

し
て
い
る
。
昭
和
卵
年
度
中
に
は
入
力
部

の
開
発
に
着
手
の
予
定
で
あ
る
。

共
同
研
究
へ
の
支
援
の
在
り
方
、
メ
ン

バ
ー
と
の
検
討
協
議
体
制
そ
し
て
新
規
開

発
の
進
め
方
等
は
、
将
来
的
展
望
、
定
常

化
を
含
め
て
情
報
処
理
室
に
と
っ
て
は
新

し
い
側
面
の
課
題
で
あ
る
。

５
索
引
作
成
（
本
文
・
語
彙
検
索
）
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化

国
文
学
研
究
に
お
け
る
計
算
機
利
用
は

当
館
創
設
以
来
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
一

例
と
し
て
本
文
分
析
手
段
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
昭
和
印
年
度
に
至
り
「
索

引
作
成
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
一
先
ず
完
成

ｰ

し
た
。
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
は
、
次
の
３

サ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。

「
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
ー
」
入
門
レ
ベ
ル

の
利
用
者
を
対
象
と
す
る
。
端
末
か
ら
自

分
で
テ
ス
ト
的
、
小
量
の
デ
ー
タ
を
入
力

し
て
索
引
を
作
成
す
る
も
の
で
個
人
的
に

短
い
文
章
や
小
最
の
和
歌
な
ど
の
索
引
作

成
に
適
す
る
。
『
文
脈
付
索
引
』
『
総
索
引
』

『
槻
度
索
引
』
等
を
出
力
す
る
．
版
下
作

成
、
大
量
デ
ー
タ
に
も
向
く
よ
う
に
改
良

中
で
あ
る
。

「
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
」
右
記
を
使
い

こ
な
し
た
利
用
者
を
対
象
と
す
る
。
版
下

作
成
可
能
。
対
話
形
式
で
オ
ー
ダ
ー
・
メ

ー
ド
的
な
索
引
を
作
成
す
る
も
の
で
『
総

索
引
』
二
和
歌
等
の
）
各
句
索
引
』
『
名
詞
索

引
』
な
ら
び
に
『
人
物
名
索
引
』
等
工
夫

次
第
で
様
々
の
索
引
を
作
成
で
き
る
。

「
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
」
検
索
に
少
し
慨

れ
た
利
用
者
を
対
象
と
す
る
。
当
館
で
用

意
し
た
テ
キ
ス
ト
全
て
を
利
用
で
き
る
。

語
（
実
は
そ
の
読
み
や
表
記
）
を
指
定
し

て
、
テ
キ
ス
ト
中
で
の
頻
度
を
知
る
、
語

を
含
む
文
（
和
歌
な
ど
）
を
表
示
す
る
、

前
の
文
、
後
の
文
な
ど
次
々
に
表
示
す
る
、

等
が
で
き
る
、
言
わ
ば
「
テ
キ
ス
ト
を
読

む
」
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

竜
算
機
専
門
委
貝
会
（
準
備
会
）

電
算
機
専
門
委
員
会
の
設
立
は
、
当
館

の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
将
来
計
画
や
運
用
の

ｰ

現
況
か
ら
近
年
そ
の
必
要
を
指
摘
さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
印
年
度
に
至
り
ま
ず
雛
備

会
と
し
て
発
足
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

初
年
度
に
お
け
る
活
動
は
、
合
計
ｎ
回
に

も
及
ぶ
集
中
的
か
つ
精
力
的
な
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
主
に
設
立
準
備
と
委
員
会
規

定
案
の
審
議
、
活
動
分
野
と
責
任
範
囲
の

定
義
、
文
字
セ
ッ
ト
関
係
、
古
典
籍
総
合

目
録
作
成
シ
ス
テ
ム
、
索
引
作
成
シ
ス
テ

ム
な
ど
の
開
発
計
画
・
運
用
体
制
等
の
審

議
に
多
く
の
努
力
を
は
ら
っ
た
。
さ
ら
に

年
度
末
に
至
り
、
機
椰
更
新
に
つ
い
て
、

特
別
綱
成
の
機
抑
検
討
会
を
中
核
に
鋭
意

か
つ
慎
重
な
検
討
の
結
果
、
上
首
尾
の
成

果
を
み
た
。
委
員
会
規
定
の
審
議
制
定
に

は
慎
重
を
期
し
て
昭
和
兜
年
度
以
降
の
課

題
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
脱
明
会
の
開
催

古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
印
年
度

開
発
分
の
解
説
を
、
予
想
さ
れ
る
利
用

者
で
あ
る
整
理
閲
覧
部
を
中
心
に
約
踊
名

の
参
加
を
得
て
、
『
シ
ス
テ
ム
説
明
会
』
と

し
て
昭
和
銘
年
４
月
四
日
に
行
っ
た
。
２

時
間
に
わ
た
り
『
概
要
設
計
の
概
要
』
『
入

力
シ
ス
テ
ム
の
概
要
』
『
開
発
段
階
』
の
３

部
構
成
で
説
明
し
、
館
内
関
係
者
に
対
す

る
パ
プ
リ
シ
テ
ィ
と
し
て
一
定
の
効
果
を

挙
げ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備

昭
和
記
年
ｎ
月
以
降
に
は
端
末
が
誕
台

斜

－3－
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以
上
と
な
り
、
館
内
各
所
で
利
用
可
能
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
を
利
用
す
る
た
め
の
『
利
用

者
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
の
作
成
提
供
、
シ
ス
テ

ム
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
群

と
当
館
の
特
殊
要
求
と
の
す
り
あ
わ
せ
）
、

利
用
者
Ｉ
Ｄ
、
シ
ス
テ
ム
資
源
の
管
理
方

法
と
体
制
の
盤
備
、
利
用
者
講
習
会
の
開

催
と
そ
の
後
の
利
用
者
の
教
育
訓
練
の
計

画
と
体
制
の
幣
傭
等
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

股
初
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
次

の
３
種
瓢
を
予
定
し
て
い
る
。

◎
日
本
語
文
書
処
理
シ
ス
テ
ム
オ
ン
ラ

イ
ン
か
な
漢
字
変
換
に
基
づ
く
日
本
語
入

力
及
び
編
集
シ
ス
テ
ム
な
ら
び
に
漢
字
プ

リ
ン
タ
を
用
い
る
清
吉
シ
ス
テ
ム
。

◎
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
前
記
文
書
処
理

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
入
力
し
た
各
梛
の
日
本

語
デ
ー
タ
を
索
州
化
し
縄
集
印
刷
等
を
行

う
シ
ス
テ
ム
で
、
検
索
を
行
う
こ
と
も
で

き
る
。
試
用
の
た
め
の
デ
ー
タ
が
準
備
さ

れ
て
い
る
。

◎
論
文
検
索
シ
ス
テ
ム
論
文
目
録
デ
ー

タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
検
索
。

以
上
３
械
剛
の
サ
ー
ビ
ス
や
端
末
利
用

の
た
め
に
、
次
の
５
椰
賊
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
地
備
、
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
．
‐
「
計

算
機
利
用
の
手
引
き
」
計
算
機
室
の
一
般

的
な
利
用
方
法
と
規
則
等
な
ら
び
に
計
算

機
シ
ス
テ
ム
の
一
般
的
な
利
用
方
法
。
”
Ⅱ

「
端
末
利
用
の
手
引
き
」
靖
末
の
機
能
、

そ
の
保
守
等
を
含
む
操
作
法
な
ら
び
に
シ

ス
テ
ム
利
用
法
。
耐
「
日
本
語
文
書
処
理

シ
ス
テ
ム
利
用
の
手
引
き
」
日
本
語
文
書

処
理
シ
ス
テ
ム
Ｄ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
／
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
簡
易
利
用
の
手
引
き
。
文
書
処

理
の
基
本
を
マ
ス
タ
ー
す
る
。
ｗ
「
論
文

検
索
シ
ス
テ
ム
利
用
の
手
引
き
」
論
文
検

索
サ
ー
ビ
ス
の
操
作
法
を
習
得
す
る
．
コ

マ
ン
ド
の
利
用
法
、
使
い
方
な
ら
び
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
見
方
。
ｖ
「
索
引
作
成
シ
ス

テ
ム
利
用
の
手
引
き
」
索
引
作
成
シ
ス

テ
ム
の
全
般
を
マ
ス
タ
ー
す
る
。
既
に
入

力
済
み
の
語
彙
解
析
あ
る
い
は
自
己
用
の

本
文
あ
る
い
は
語
彙
デ
ー
タ
入
力
を
行
い

索
引
作
成
等
を
行
う
。
操
作
法
、
利
用
法

を
マ
ス
タ
ー
す
る
。
そ
の
他
順
次
必
要
に

応
じ
て
発
行
の
予
定
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ⅵ

「
怖
報
処
理
室
シ
ス
テ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
の

発
行
」
利
用
者
用
の
ニ
ュ
ー
ス
を
可
能
も

し
く
は
必
要
な
ら
２
～
３
回
／
月
発
行
し

シ
ス
テ
ム
の
利
用
法
や
注
意
点
等
の
周
知

を
計
る
。

利
用
者
の
教
育
と
訓
練

「
利
用
者
Ｉ
Ｄ
」
従
来
提
供
し
て
き
た
業

務
単
位
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ー
Ｄ
の
他
に
、
当

館
峨
側
全
ｕ
に
利
用
者
Ｉ
Ｄ
を
配
布
し
前

記
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
計
る
。

「
講
習
会
」
当
面
シ
ス
テ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス

ー

等
で
利
用
ガ
イ
ド
を
行
い
な
が
ら
、
加
月

を
目
途
に
講
習
会
を
計
画
中
で
あ
る
。
講

習
会
は
全
利
用
者
を
対
象
と
し
２
～
３
回

開
催
す
る
。

情
報
処
理
室
の
向
う
３
年
～
５
年
の
謀

題こ
れ
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と

デ
ー
タ
を
向
う
３
年
～
５
年
の
間
に
オ
ン

ラ
イ
ン
検
索
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
提
供
す

る
予
定
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
す
る
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
穐
顛
は
次
の
８
繩
で
あ
る
。
①

古
典
籍
総
合
目
録
②
マ
イ
ク
ロ
資
料
目

録
③
和
古
書
目
録
④
著
者
典
拠
フ
ァ

イ
ル
⑤
論
文
目
録
⑥
試
用
古
典
テ
キ

ス
ト
（
語
彙
・
全
文
）
⑦
逐
次
刊
行
物

⑧
漢
字
字
書
（
シ
ソ
ー
ラ
ス
）
。
こ
の
内
銘

年
度
内
に
提
供
開
始
す
る
も
の
は
『
論
文

目
録
』
と
『
試
用
古
典
テ
キ
ス
ト
（
語
葉

全
文
）
』
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
開
始
の
た
め

の
準
備

館
内
で
の
研
究
用
業
務
用
の
オ
ン
ラ
イ

ン
検
索
な
ら
び
に
利
用
サ
ー
ビ
ス
に
対
し

て
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
的
に
は
既
に
開
発

済
み
の
も
の
も
多
く
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

整
備
を
急
い
で
い
る
。
端
末
等
機
械
装
置

期
の
繋
備
保
守
体
制
と
運
営
上
の
間
脳
点

を
検
討
中
で
あ
る
。

利
用
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備

端
末
拠
台
に
よ
る
利
用
が
鎚
年
ｎ
月
よ

ー

り
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
体
制
の
整
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
全
館
的
な
利
用
を
可
能
と

す
べ
く
検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
単
に
、

検
索
利
用
の
み
な
ら
ず
研
究
的
な
デ
ー
タ

作
成
や
当
館
の
主
要
業
務
に
於
け
る
デ
ー

タ
作
成
を
も
対
象
と
す
べ
く
、
こ
れ
に
よ

り
、
全
館
的
な
共
同
利
用
、
資
源
共
有
と

省
力
化
が
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
マ
イ
ク

ロ
資
料
に
関
わ
る
調
査
、
収
集
、
撮
影
、

フ
ィ
ル
ム
検
収
と
保
管
な
ら
び
に
提
供
等

の
国
文
学
研
究
を
支
援
す
る
一
連
の
事
務

作
業
を
機
械
化
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

現
段
階
の
位
置
づ
け

昭
和
師
年
度
は
、
単
年
度
と
し
て
よ
り

は
、
開
館
以
来
加
年
電
算
機
導
入
以
来
５

年
と
い
う
時
間
軸
で
と
ら
え
、
創
設
段
階

の
決
算
期
に
入
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
．

そ
れ
は
例
え
ば
、

１
デ
ー
タ
作
成
、
デ
ー
タ
処
理
に
関
し

て
は
マ
イ
ク
ロ
資
料
ｕ
録
、
利
古
書
目
録

そ
し
て
逐
次
刊
行
物
目
録
な
ど
書
誌
的
情

報
処
理
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
。

２
デ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て

は
著
者
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
和
古
書
目

録
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
、
マ
イ
ク
ロ

資
料
目
鍼
に
も
応
用
テ
ス
ト
は
成
功
し
て

お
り
、
古
典
締
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
で
は

基
本
作
業
の
一
つ
と
な
る
べ
く
進
化
す
る

と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
こ
と
。

－4－
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３
以
上
の
デ
ー
タ
作
成
、
デ
ー
タ
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
そ
し
て
デ
ー
タ
処
理
の
実
績

を
ふ
ま
え
て
、
古
典
総
総
合
Ｈ
録
シ
ス
テ

ム
の
開
発
と
デ
ー
タ
作
成
に
よ
り
、
館
内

書
誌
情
報
処
理
の
統
合
化
が
展
開
さ
れ
始

め
た
こ
と
。

４
念
願
の
機
器
入
換
え
が
大
過
な
く
決

定
さ
れ
昭
和
弱
年
度
巾
に
は
実
現
さ
れ
る

こ
と
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
ｉ
冊
紺
処
珊
室

は
も
と
よ
り
館
内
関
係
稀
に
大
き
な
経
験

が
舗
械
共
有
さ
れ
、
”
Ⅲ
広
範
な
利
用
の
た

め
の
道
具
的
堆
盤
が
雌
伽
さ
れ
た
。

５
制
度
的
に
は
電
算
機
専
門
委
員
会
を

準
備
会
と
し
て
発
足
さ
せ
、
館
内
調
整
機

能
を
組
織
的
に
実
現
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。

以
上
が
創
設
段
階
の
決
算
期
に
入
っ
た
と

す
る
理
由
で
あ
る
。

情
報
処
理
室
の
み
な
ら
ず
当
館
全
体
に

お
け
る
、
シ
ス
テ
ム
設
計
と
開
発
、
デ
ー

タ
作
成
と
処
理
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
共
有
と
管
理
巡
用
上
の
共
通
理
解
は
、

今
や
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
ら

ぶ
大
き
な
財
産
で
あ
る
．

昭
和
詔
年
度
は
剛
披
股
賠
の
故
終
年
度

と
し
て
考
え
、
昭
和
弱
年
庇
か
ら
は
第
二

段
階
に
入
る
も
の
と
筒
え
よ
う
。
そ
れ
は

例
え
ば
、

１
館
内
利
用
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
デ
ー
タ
、

シ
ス
テ
ム
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
盤
備
さ
れ

る
。
特
に
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
は
館
内
研

究
者
に
国
文
学
研
究
上
の
道
具
と
し
て
の

提
供
の
意
義
は
大
き
い
．

２
古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
の
中
核

部
分
の
完
成
に
よ
り
、
書
誌
情
報
処
理
の

統
合
化
が
一
定
の
完
成
度
に
達
す
る
．

３
検
索
サ
ー
ビ
ス
（
古
典
テ
キ
ス
ト
、

論
文
Ｕ
録
）
の
実
現
に
よ
り
創
設
以
来
の

課
題
の
一
つ
が
一
応
の
解
決
を
み
る
．

４
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
ワ
ー
プ
ロ
機

能
端
末
の
配
布
に
よ
り
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
一
段
階
に
達
す
る
。

５
デ
ー
タ
整
備
の
根
幹
は
今
年
中
に
は

着
手
ま
た
は
完
了
の
見
込
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
積
み
残
し
の
課
題
も
多

い
。
例
え
ば
①
主
題
情
報
に
対
す
る
取
り

組
み
、
②
デ
ー
タ
作
成
に
お
け
る
概
念
や

考
え
か
た
と
実
施
に
お
け
る
統
合
化
、
③

著
作
権
、
デ
ー
タ
管
理
、
二
次
利
用
の
問

題
等
、
④
公
開
の
問
題
と
し
て
制
度
的
整

備
な
ら
び
に
接
続
手
段
の
確
保
と
実
験
等

が
あ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
⑤
文
献

情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
と
し
て
は
、
そ

の
利
用
（
日
本
全
国
書
誌
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
／

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
に
よ
る
新
刊
本
の
書
誌
悩
報
処

理
、
文
献
情
報
セ
ン
タ
ー
の
各
械
サ
ー
ビ

ス
へ
の
参
加
利
用
）
、
そ
れ
へ
の
提
供
（
漢

字
字
書
、
古
典
籍
総
合
目
録
を
は
じ
め
と

す
る
検
索
サ
ー
ビ
ス
、
国
文
学
関
係
の
典

拠
デ
ー
タ
の
提
供
）
、
そ
し
て
接
続
手
段
の

確
保
と
実
験
、
⑥
館
内
業
務
の
機
械
化
と

ｰ

１
は
じ
め
に

こ
と
ば
や
テ
キ
ス
ト
を
研
究
対
象
と
す

る
学
問
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活

用
は
一
部
で
は
か
な
り
進
ん
で
き
た
。
し

か
し
、
シ
ス
テ
ム
の
共
用
と
デ
ー
タ
の
相

互
利
用
に
は
ほ
ど
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
「
古
典
テ
キ
ス
ト

し
て
は
年
鑑
、
調
査
カ
ー
ド
、
調
査
計
画
、

収
集
計
画
、
研
究
者
な
ど
の
人
的
情
報
等

の
シ
ス
テ
ム
開
発
の
早
期
着
手
、
⑦
索
引

作
成
（
語
葉
・
全
文
検
索
）
シ
ス
テ
ム
の

強
化
拡
大
、
⑧
画
像
処
理
技
術
の
導
入
（
マ

イ
ク
ロ
資
料
、
典
薪
中
の
挿
絵
）
等
が
考

え
ら
れ
る
。

要
約
と
し
て
、
学
界
に
お
け
る
情
報
流

通
に
対
す
る
例
文
学
研
究
資
料
館
の
寄
与

の
課
題
と
し
て
は
①
マ
イ
ク
ロ
資
料
と
新

刊
本
を
含
む
典
籍
の
収
集
・
保
存
・
提
供
、

②
機
械
可
読
形
式
の
書
誌
的
情
報
や
テ
キ

ス
ト
（
語
彙
・
全
文
）
な
ら
び
に
字
書
辞

書
類
の
オ
ン
ラ
イ
ン
そ
の
他
の
方
法
に
よ

る
提
供
、
さ
ら
に
③
研
究
者
や
作
者
な
ど

人
的
情
報
の
提
供
、
そ
し
て
④
集
会
や
研

究
会
等
の
会
議
情
報
の
提
供
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

古
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
用

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
い
て

星
野
雅
英

ｰ

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

書
誌
的
情
報
に
関
し
て
は
他
に
類
を
見
な

い
概
念
的
深
化
に
も
と
ず
く
設
計
は
、
我

が
国
の
み
な
ら
ず
い
わ
ゆ
る
図
書
館
業
務

の
機
械
化
の
分
野
に
お
い
て
先
進
的
な
役

割
を
果
し
て
お
り
、
ま
た
索
引
作
成
シ
ス

テ
ム
や
古
典
テ
キ
ス
ト
、
論
文
目
録
を
始

め
と
す
る
検
索
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
よ
り

若
干
の
研
究
用
の
シ
ー
ル
を
提
供
し
つ
つ

あ
る
が
、
『
国
文
学
研
究
に
密
着
し
た
計
算

機
利
用
』
と
い
う
点
で
は
未
着
手
で
あ
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
こ
に
利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
制
度
的
整
備
な

ら
び
に
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

整
備
が
、
館
内
外
の
国
文
学
研
究
者
を
は

じ
め
と
す
る
国
文
学
情
報
の
要
求
者
へ
の

対
応
と
し
て
、
次
の
段
階
の
課
題
が
存
在

す
る
。
（
情
報
処
理
室
長
）

デ
ー
タ
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
し
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
次
の
４
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
。

⑩
蓄
積
処
理
シ
ス
テ
ム

②
索
引
誌
作
成
シ
ス
テ
ム

帥
オ
ン
ラ
イ
ン
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム

側
デ
ー
タ
ア
ク
セ
ス
用
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

卜

－5－



第21号 国文学研究資料館報 昭和58年10月

パ
ッ
ケ
ー
ジ

伽
は
汎
用
的
な
蓄
積
処
理
シ
ス
テ
ム
、

②
は
索
引
（
誌
）
を
作
成
す
る
シ
ス
テ
ム
、

③
は
テ
キ
ス
ト
の
検
索
に
ふ
さ
わ
し
い
、

”
テ
キ
ス
ト
を
読
む
〃
機
能
を
持
っ
た
オ

ン
ラ
イ
ン
の
検
索
シ
ス
テ
ム
、
側
は
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

容
易
に
す
る
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。シ
ス
テ
ム
の
詳
細
は
報
筈
書
仙
に
記
し

た
。
こ
こ
で
は
、
〃
索
引
を
簡
単
に
作
成
す

る
〃
方
法
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
す
る
．

２
基
本
的
考
え
方

従
来
の
索
引
（
誌
）
作
成
シ
ス
テ
ム
は
、

主
に
テ
キ
ス
ト
内
容
や
研
究
・
調
査
の
目

的
に
応
じ
て
独
自
に
開
発
さ
れ
た
も
の
が

多
く
、
他
の
テ
キ
ス
ト
、
他
の
目
的
に
利

用
す
る
た
め
に
は
手
直
し
す
る
か
、
別
の

シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
開
発
す
る
必
要
の
あ

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
種
の
無
駄
を
な
く
し
、
テ
キ
ス
ト
の
内

容
や
研
究
・
調
査
の
目
的
が
異
な
っ
て
も

利
用
で
き
る
汎
用
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発

が
望
ま
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
古
今
集

で
は
和
歌
の
句
索
引
、
単
語
索
引
、
詞
書

の
単
語
索
引
を
、
源
氏
物
語
で
は
総
索
引

と
巻
毎
の
索
引
を
、
太
平
記
で
は
名
詞
索

引
と
人
物
名
索
引
を
作
成
し
た
い
と
い
う

よ
う
な
要
求
に
対
し
て
、
テ
キ
ス
ト
毎
に
、

索
引
の
形
態
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
用
の
シ

ス
テ
ム
を
開
発
す
る
の
は
大
き
な
負
担
で

あ
り
、
運
用
上
も
、
繁
雑
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
シ
ス
テ
ム
を
共
通
化
で
き

な
い
か
、
利
用
者
自
身
が
簡
単
な
操
作
で

必
要
な
索
引
を
そ
の
都
度
作
成
で
き
な
い

か
、
他
の
人
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
相
互

に
利
用
で
き
な
い
か
、
…
と
考
え
て
き
た
。

幸
い
、
〃
漢
字
“
ま
わ
り
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

／
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
環
境
が
整
っ
て
き
た
こ

と
、
当
館
で
容
量
の
大
き
な
デ
ィ
ス
ク
を

使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
よ
う
や
く
本
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
至

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

３
索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
の
概
要

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
研
究
者
個
人
が

分
か
ち
書
き
処
理
（
語
に
区
切
る
）
を
施

し
、
読
み
、
品
詞
な
ど
を
付
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
容
易
に
種
々
の
索
引
が
作
成
で

き
る
。
更
に
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
や
研
究
．

調
査
の
目
的
に
応
じ
て
、
語
の
種
顛
（
句
、

文
節
、
単
語
等
）
や
そ
の
数
、
属
性
の
祁

類
（
表
記
、
読
み
、
品
詞
等
）
や
そ
の
数

を
適
宜
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

利
用
者
の
立
場
か
ら
み
た
、
索
引
作
成

の
流
れ
を
図
１
に
示
す
。
１
～
６
は
利
用

者
が
デ
ー
タ
作
成
や
靖
末
で
の
操
作
を
行

う
項
目
、
ａ
～
ｄ
は
そ
れ
を
処
理
す
る
各

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
．
１
，
２
を
経
て
、

３
で
利
用
者
自
ら
が
漢
字
エ
デ
ィ
タ
を
用

い
て
、
カ
ナ
漢
字
変
換
を
利
用
し
て
入
力

ー

す
る
。
あ
る
い
は
漢
字
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら

頂
接
入
力
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
内
容
を

プ
リ
ン
ト
し
修
正
を
く
り
返
す
．
デ
ー
タ
作

成
が
完
了
し
た
ら
蓄
積
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
い
て
襟
積
す
る
．
抽
出
処
理
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
い
れ
ば
特
定
範
囲
の
文
や
特
定

語
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
索
引
作

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
、
文
脈
付
き
索

引
、
頻
度
順
索
引
、
総
索
引
等
を
適
宜
選
択

し
て
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
漢
字
端

末
に
も
、
漢
字
プ
リ
ン
タ
に
も
出
力
で
き
る
。

４
索
引
作
成
例

作
成
例
を
図
２
に
示
す
。
い
は
デ
ー
タ

の
作
成
例
で
あ
る
。
１
行
目
は
文
の
種
類

（
Ｋ
Ｉ
詞
書
）
、
歌
番
号
（
１
）
、
２
～
３
行
目

は
詞
書
、
５
行
目
は
著
者
、
７
～
皿
行
目

は
和
歌
で
あ
る
。
〃
￥
〃
が
各
文
（
１
，
４
，

６
、
吃
、
…
行
目
）
の
始
ま
り
を
示
す
。

Ｋ
は
詞
書
、
Ａ
は
著
者
、
Ｗ
は
和
歌
を
示

す
．
和
歌
で
、
〃
＆
“
は
句
の
区
切
り
を
、

他
の
文
も
含
め
〃
！
〃
は
語
の
区
切
り
を

示
す
。
〃
（
）
〃
内
は
読
み
を
示
す
。
和
歌

３
首
、
９
つ
の
文
の
例
の
一
部
を
示
し
た
．

②
は
文
脈
付
索
引
の
作
成
例
で
あ
る
。
〃
Ｉ

Ｄ
Ｘ
〃
は
索
引
の
種
類
（
１
１
総
索
引
、

２
１
頻
度
索
引
、
３
１
文
脈
付
索
引
）
を

指
示
で
き
る
。
〃
Ｂ
Ｕ
Ｎ
“
で
文
の
種
類
を

指
示
で
き
る
。
あ
る
い
は
各
句
索
引
も
同

様
に
作
成
で
き
る
（
〃
Ｓ
Ｅ
Ｐ
“
で
指
示
す

る
。
こ
の
例
で
は
省
略
し
た
の
で
単
語
の

ー

索
引
が
出
力
さ
れ
た
）
。

５
ま
と
め

使
用
例
で
示
し
た
よ
う
に
、
比
較
的
簡

単
に
索
引
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

た
だ
観
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
は
卿
動
的
に
古
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
を
入
力
す
る
こ
と
も
、
分
か
ち
書
き
や

読
み
の
付
加
を
自
動
的
に
行
う
こ
と
も
で

き
な
い
。
利
用
者
が
コ
ッ
コ
ッ
と
デ
ー
タ

を
作
成
し
入
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
旦
デ
ー
タ
を
入
力
し
て
お

け
ば
、
そ
の
都
度
極
々
の
索
引
を
作
成
し

た
り
、
他
の
人
が
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
次
第
で
は
国
文

学
の
研
究
自
体
に
大
い
に
利
用
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
テ
ム
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
共
通
化
の
第
一
歩
と
し
て
踏
み

だ
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
今
後
の
利
用
と
展

開
を
期
待
し
た
い
。

（
参
考
文
献
）

①
星
野
古
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
国
文
学
研

究
資
料
館
報
告
恥
、
、
Ｐ
配
（
１
９
８
３
．

３
）
②
星
野
、
田
嶋
古
典
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ

の
全
文
検
索
シ
ス
テ
ム
、
情
報
処
理
学
会

「
自
然
言
語
処
理
技
術
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
文
集
、
Ｐ
剛
ｌ
Ⅷ
（
１
９
８
３
．
６
）

（
情
報
処
理
室
）
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図2乗引作皮の例
（1）データ作成例(一部）
唖1m￥K、1
…ふる（』.る）↑とし(とし）『に（に）t轟くはる）tたち〔たら）↑
…ける(Iｻろ）！p(ひ）1よめ(よめ)！ろ《ろ）
“6伽￥AD1
…在原(あり鯰ら）リ兎方(もとかた］
…￥W，l
m7”隼(とし）1の(の》1門(うち）、に(に》＆
…亦帷る〉”ま帷》18（8）1に(に）↑けり(けり）＆
…，ひととせ(ひととせ｝リを《を〉＆
“1噸こぞ(こぞ)Iと(と〉Dや(や>Iい牡(いI鋤↑ん(ん）＆
“''㈹ことしにとL11と(と）0や(や)！い腱(いは》1ん(ん）＆
帥12“￥K、2
”13”群(はら〉！たち〈たら）Iけるくけも》1日くひ）1
m肌⑩よめ(よめ)Uろ(ろ）
“l知￥八．2
㈹1血紀(さぬ）1両之《つらゆ心）
“17“￥WQ2

㈹1幽抽(そで)1ひぢ(ひ埒》0て(て）＆
“19“む十ぴ〈むすび)Iし(い＃＊(みず）0の(の）＆

（2）文脈付米訓11喚問（－舵）
＞＞TPRlNTSTEXTIDX(3)BUN(W）
たつ”2＃袖ひ好てむすびL木のこぽjLろを聯彪つけ｣､の鰹やとくらん
たて皿3*存粛たてるやいづこみよしのの吉野山に雷膠ふりつつ
つつ噸3て6やいづこみよしのの吉野内Ⅲ』に鴬はふりつつ＃奔流た
て噸2＃袖ひぢてむ十びし水のこ'”&るを券たつけふの風やとくらん
と邸11坐にけりひととせをこぞとやいばんことしとやいはん＃年の内に券
と噸I＃年の内lこ群'よSにけりひとと世をこぞとやいばんことしとやいはん

図1索引誌作成の滝れメ

｜テキストを選ぶ。’

円 崗，↓
籍グﾗﾑ処垂需1分から書き、読み等を付加する｡I

F悪ヨーiえ…す拳,,ゞIするﾄ…
‘謡一i､告〃，
｡網一『司
‘匡潟一ド※訓鱈為する。卜竺塗

昨
年
の
３
月
か
ら
６
ヶ
月
間
、
在
外
研

究
で
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
に

行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
す
で
に
、
帰
国
後

１
年
近
く
も
た
っ
て
お
り
、
ホ
ッ
ト
な
気

憶
も
さ
め
て
来
て
は
お
り
ま
す
が
、
印
象

を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
三
国
は
図
譜
館
と
い
う
組
織
と
利

用
法
を
確
立
し
た
点
で
先
進
国
で
あ
り
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
図
書
館
に
利
用
す
る
方

法
の
而
で
も
先
ん
じ
て
い
て
、
そ
の
方
而

で
の
シ
ス
テ
ム
が
よ
う
や
く
本
格
的
に
な

り
つ
つ
あ
る
日
本
に
と
っ
て
学
ぶ
と
こ
ろ

の
多
い
国
で
す
。
こ
れ
ら
の
国
で
は
複
数

の
図
書
館
で
冨
醒
”
ｏ
を
中
心
に
目
録
を

オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
上
で
共
同
作
成
す
る
い

わ
ゆ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ェ
ア
ド
・
カ
タ

ロ
ギ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に
機
械
化

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の

○
○
Ｆ
。
、
罰
巨
ｚ
、
カ
ナ
ダ
の
ご
日
Ｆ
少
切

等
は
こ
の
分
野
で
実
績
を
持
っ
た
シ
ス
テ

ム
で
す
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｆ
酔
い
圃
再

の
ミ
ン
Ｆ
Ｏ
Ｐ
勺
、
、
○
○
Ｆ
○
醒
勺
等
が
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

し
た
。私
の
印
象
は
特
に
ア
メ
リ
カ
で
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く

ー

英
米
の
図
書
館
機
械
化
を
め
ぐ
っ
て
宮
澤
彰

に
つ
れ
、
新
た
な
展
開
が
見
え
は
じ
め
て

来
た
と
い
う
点
で
す
。
そ
の
１
つ
は
カ
ー

ド
に
か
わ
る
書
誌
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
方

法
、
も
う
１
つ
は
選
書
・
受
入
や
、
閲
覧

な
ど
の
図
書
館
業
務
と
、
目
録
と
の
統
合

化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
化
の
方
法
と
い
う
点

で
す
。
カ
ー
ド
に
か
わ
る
ア
ク
セ
ス
方
法

と
い
う
点
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書

館
（
リ
サ
ー
チ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
）
が
好
い
例

で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
カ
ー
ド
目
録
を
閉

鎖
し
、
冊
子
体
の
目
録
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
作
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
年
々
の
増

加
に
対
し
、
全
目
録
を
印
刷
し
直
す
と
い

う
の
は
予
算
的
に
も
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
・
う
こ
と
で
し
た
。
か
と
い
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
ア
ク
セ
ス
は
未
だ
一
般
利
用
者
に

サ
ー
ビ
ス
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
次
の

方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
も
う
１
つ

の
統
合
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
化
と
い
う
点

で
は
、
○
○
Ｆ
○
や
”
属
ｚ
の
よ
う
な
大
規

模
な
目
録
シ
ス
テ
ム
で
は
、
組
織
的
に
も

細
い
対
応
は
不
可
能
に
な
っ
て
お
り
、
多

く
の
図
書
館
が
困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
新
し
い
展
開
と
し
て

注
目
す
べ
き
事
は
、
ミ
｜
ヨ
ン
ピ
ュ
Ｉ
夕

等
を
使
っ
て
各
図
書
館
の
ロ
ー
カ
ル
な
業

‐

務
を
こ
な
し
、
且
つ
ｏ
ｏ
Ｆ
ｏ
の
様
な
目
録

サ
ー
ビ
ス
に
も
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
が
商

業
べ
Ｉ
ス
で
数
多
く
出
て
来
た
点
で
す
．

い
わ
ば
パ
ッ
ク
エ
ン
ド
に
目
録
シ
ス
テ
ム

を
持
っ
た
分
散
処
理
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
目
指
し
た
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
、
７

か
。
も
ち
ろ
ん
各
社
で
作
っ
た
別
々
の
物

の
た
め
、
シ
ス
テ
ム
毎
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ク
セ
ス
指
向
の
も
の
、
業
務
統
合
化
指
向

の
も
の
と
、
力
点
の
お
き
方
は
様
々
で
す

が
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
目
録
オ
ン
ラ

イ
ン
を
前
提
と
し
た
ロ
ー
カ
ル
シ
ス
テ
ム

と
見
る
こ
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
、
よ
う
や
く
オ
ン
ラ
イ
ン
目

録
シ
ス
テ
ム
の
実
現
の
め
ど
の
つ
い
た
我

国
の
こ
れ
か
ら
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考

に
な
る
点
で
は
な
い
で
し
ょ
尋
７
か
．

短
い
文
章
で
意
は
尽
く
せ
ま
せ
ん
が
、

当
館
を
含
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
に
益
す

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
情
報
処
理
室
）

L

’

RcsearchLibrariesGroup(ｽﾀﾝﾌｫード)Iこて。
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国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
名
簿
安
澤
秀
一
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
教
授

任
期
昭
和
五
七
年
七
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
六
月
三
○
日
山
中
光
一
国
文
学
研
究
資
料
鮪
研
究
情
報
部
敬
授

阿
部
秋
生
実
践
女
子
大
学
文
学
部
牧
授
東
京
大
学
名
誉
敬
授
昭
和
五
八
年
度

石
井
良
助
創
価
大
学
法
学
部
散
授
東
京
大
学
名
誉
救
授

国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
貝
会
委
貝

伊
地
知
繊
男
元
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

臼
田
甚
五
郎
國
學
院
大
学
文
学
部
教
授

小
田
切
進
立
教
大
学
文
学
部
教
授
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
硫
士
呼
穣
李
朝
蓉
麸
等
革
蓉
鍔
識
砕
授

加
藤
周
一
上
智
大
学
外
国
酷
学
部
教
授

大
内
初
夫
鹿
児
島
大
学
教
養
部
教
授

久
曾
神
昇
愛
知
大
学
長
愛
知
大
学
理
事
長

尾
形
仇
成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

児
玉
幸
多
学
習
院
大
学
名
誉
教
授

梶
原
正
昭
早
稲
田
大
学
敬
育
学
部
教
授

小
葉
田
淳
京
都
大
学
名
誉
教
授

鈴
木
一
雄
明
治
大
学
文
学
部
敬
授

斎
藤
正
東
京
国
立
博
物
館
長

佐
藤
喜
代
治
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
東
北
大
学
名
誉
教
授
翌
酔
鋪
趨
睡
傘
霊
霊
諦
報
鋤
識
稚
趣
織
究
部
教
授

谷
山
茂
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授
鳥
居
フ
ミ
子
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

土
田
直
鎮
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長

山
本
信
吉
文
化
庁
文
化
財
保
僅
部
美
術
工
芸
課
長

野
間
光
辰
京
郁
大
学
名
誉
敬
授

木

昭
和
五
八
年
度

大
岡
立
国
船
研
究
所
名
警
所
員

卜古
脇
敏
雄
東
京
大
学
名
誉
敬
授
文
献
目
録
委
貝
会
委
員

宝
月
圭
吾
東
京
大
学
名
誉
敬
授

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

松
尾
聰
学
習
院
大
学
名
誉
敬
授

大
矢
武
師
脾
岡
大
学
教
育
学
部
教
授

松
田
智
雄
図
嘗
館
情
報
大
学
長
東
京
大
学
名
誉
教
授

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
助
教
授

山
本
達
郎
東
京
大
学
名
替
敬
授

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
協
識
員
名
簿
州
い
縦
建
無
蕊
蕊
鯏
溌
助
撒
授

任
期
昭
和
五
七
年
八
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
七
Ⅱ
三
一
日
曽
倉
岑
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

秋
山
塵
東
京
大
学
文
学
部
教
授
滝
藤
満
義
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
助
教
授

今
井
源
衛
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
教
授
九
州
大
学
名
誉
教
授
浜
野
卓
也

小
林
清
治
福
島
大
学
教
育
学
部
教
授
原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
教
授

小
山
弘
志
国
文
学
研
究
資
料
館
長
古
田
東
朔
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

佐
竹
昭
廣
京
部
大
学
文
学
部
教
授
吉
田
擦
生
千
葉
大
学
文
学
部
教
授

神
保
五
彌
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

昭
和
五
八
年
度

棚
町
知
弥
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
長

情
報
検
索
委
貝
会
委
貝

長
谷
川
強
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授

秀
村
選
三
九
州
大
学
経
済
学
部
教
授

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
Ｉ
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

尾
藤
正
英
東
京
大
学
文
学
部
敬
授
稲
岡
耕
二
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

福
田
秀
一
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
腿
杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
館
第
五
研
究
部
助
教
授

藤
村
潤
一
郎
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授
照
井
武
彦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
敏
授

本
田
康
雄
同
文
学
研
究
資
料
館
懐
琿
閲
覧
郁
腿
閥
村
恕
彦
東
京
農
工
大
学
工
学
部
敬
授

松
本
隆
信
慶
晦
誰
熱
大
学
附
偶
研
究
所
斯
巡
文
叩
阯
堀
内
秀
兇
青
山
学
院
大
学
文
学
部
敬
授

水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
敬
授
水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

ー

山
本
毅
雄
図
害
館
情
報
大
学
図
書
館
情
報
学
部
教
授

昭
和
五
八
年
度

国
文
学
文
献
資
料
鯛
査
貝

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
’
昭
棚
五
九
年
三
月
三
一
日

（
た
だ
し
特
別
鯛
査
員
を
除
く
）

〔
北
海
道
・
東
北
〕

片
野
達
郎
東
北
大
学
教
養
部
教
授

金
沢
規
雄
宮
城
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

神
山
重
彦
山
形
大
学
教
養
部
助
教
授

佐
藤
稔
秋
田
大
学
教
育
学
部
助
教
授

寺
島
恒
世
山
形
大
学
救
育
学
部
購
師

原
田
貞
義
岩
手
大
学
教
育
学
部
教
授

丸
山
茂
弘
前
学
院
大
学
文
学
部
教
授

〔
関
東
〕

浅
見
和
彦
成
腰
大
学
文
学
部
助
教
授

揖
斐
高
成
腰
大
学
文
学
部
助
教
授

石
川
了
大
嬰
女
子
大
学
文
学
部
傭
帥

板
坂
則
子
群
賜
大
学
收
育
学
郁
猟
師

宇
田
敏
彦
戸
械
女
子
観
期
大
学
肋
敬
授

岡
本
隆
雄
群
蝿
鼎
立
女
子
大
学
文
学
部
肋
敬
授

粕
谷
宏
紀
日
本
大
学
文
理
学
部
敬
授

鎌
倉
恵
子
明
昭
学
問
岩
倉
高
等
学
校
獅
師

川
村
晃
生
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
助
教
授

斎
藤
彰
昭
和
女
子
大
学
蝿
期
大
学
部
蝋
帥

清
水
方
聖
大
正
大
学
文
学
部
非
常
勤
柵
帥

竹
本
幹
夫
実
践
女
子
大
学
文
学
部
肋
牧
授

塚
田
晃
信
東
洋
大
学
短
期
大
学
助
教
授

月
本
雅
幸
茨
城
大
学
人
文
学
部
講
師

土
井
洋
一
学
習
院
大
学
文
学
部
教
授

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
教
授

平
田
喜
信
横
浜
倒
立
大
学
敬
育
学
部
敬
授

牧
野
和
夫
東
横
学
側
女
子
斑
期
大
学
批
帥

宮
本
瑞
夫
立
敬
女
学
院
迩
期
大
学
肋
敬
授

武
藤
元
昭
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

和
田
英
道
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

〔
中
部
〕

青
山
克
彌
金
沢
女
子
短
期
大
学
教
授

稲
垣
泰
一
金
城
学
院
大
学
文
学
部
肋
敬
授

粕
谷
興
紀
見
学
鯨
大
学
文
学
部
助
敬
授

鈴
木
孝
庸
断
潟
大
学
教
養
部
撫
師

ー
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竹
村
信
治
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術
工
芸
学
部
講
師

中
哲
裕
長
岡
技
術
科
学
大
学
工
学
部
助
教
授

服
部
仁
同
朋
大
学
文
学
部
講
師

早
川
厚
一
名
古
屋
学
院
大
学
経
済
学
部
助
教
授

古
屋
彰
金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授

森
下
純
昭
岐
阜
大
学
教
養
部
助
教
授

矢
野
箇
一
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
助
教
授

安
田
文
吉
南
山
大
学
文
学
部
助
教
授

山
下
宏
明
名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授

〔
近
畿
〕

阿
部
泰
郎
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
員

新
井
榮
藏
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
教
授

石
川
真
弘
大
谷
女
子
大
学
文
学
部
教
授

出
雲
路
修
京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
助
教
授

榎
本
正
純
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

岡
田
彰
子
大
阪
青
山
短
期
大
学
講
師

片
岡
利
博
松
蔭
女
子
学
院
大
学
文
学
部
講
師

金
光
洋
三
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
助
教
授

加
納
重
文
京
都
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

楠
橋
開
京
都
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
講
師

黒
田
彰
関
西
大
学
文
学
部
非
常
勤
識
師

小
林
賢
章
大
阪
府
立
大
学
総
合
科
学
部
講
師

阪
口
和
子
羽
衣
学
園
短
期
大
学
助
教
授

笹
川
祥
生
京
都
府
立
大
学
女
子
矧
期
大
学
部
助
教
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
教
養
部
教
授

土
谷
泰
敏
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
講
師

鶴
崎
裕
雄
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
助
教
授

寺
烏
樵
一
武
庫
川
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

長
坂
成
行
奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授

橋
本
直
紀
大
阪
府
立
淀
川
工
業
高
等
学
校
教
諭

廣
田
哲
通
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
講
師

福
嶋
昭
論
園
田
学
園
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

藤
田
真
一
追
手
門
学
院
大
学
文
学
部
識
帥

堀
口
康
生
大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
講
師

和
田
克
司
大
阪
成
膜
女
子
短
期
大
学
教
授

〔
中
国
・
四
国
〕

稲
葉
二
柄
香
川
大
学
教
育
学
部
助
教
授

熊
本
守
雄
山
口
女
子
大
学
文
学
部
教
授

佐
藤
恒
雄
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授

美
山
靖
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授

ｰ

吉
山
裕
樹
比
治
山
女
子
短
期
大
学
講
師

米
谷
巌
広
島
大
学
文
学
部
助
教
授

渡
辺
憲
司
梅
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

〔
九
州
〕

荒
木
尚
熊
本
大
学
文
学
部
教
授

小
川
幸
三
熊
本
短
期
大
学
助
教
授

白
石
悌
三
福
岡
大
学
人
文
学
部
教
授

竹
原
崇
雄
熊
本
女
子
大
学
文
学
部
肋
教
投

米
倉
利
昭
佐
賀
大
学
教
育
学
部
教
授

〔
国
文
学
文
献
資
料
特
別
調
査
員
〕

伊
藤
正
義
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
教
授

岡
本
勝
愛
知
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

表
章
法
政
大
学
文
学
部
教
授

坂
田
新
愛
知
県
立
女
子
短
期
大
学
講
師

櫻
井
治
男
皇
学
館
大
学
神
道
研
究
所
講
師

島
崎
健
京
都
大
学
教
養
部
助
教
授

名
子
喜
久
雄
山
形
大
学
教
育
学
部
識
師

名
和
修
（
財
）
陽
明
文
庫
主
佃

松
野
陽
一
東
北
大
学
教
養
部
教
授

松
原
一
義
四
国
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

村
上
學
豐
橘
技
術
科
学
大
学
工
学
部
教
授

山
口
博
窟
山
大
学
人
文
学
部
教
授

昭
和
五
八
年
度

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

池
田
重
千
葉
大
学
教
育
学
部
教
授

臼
田
甚
五
郎
國
學
院
大
学
文
学
部
教
授

芳
賀
徹
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

長
谷
川
泉
学
習
院
大
学
非
常
勤
講
師

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授

昭
和
五
八
年
度

共
同
研
究
委
員
会
委
員

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
Ｈ
～
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

秋
山
虚
東
京
大
学
文
学
部
教
授

稲
賀
敬
二
広
島
大
学
文
学
部
教
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
教
養
部
教
授

神
保
五
彌
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

松
崎
仁
立
教
大
学
文
学
部
教
授

昭
和
五
八
年
度

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
～
昭
和
六
○
年
三
月
三
一
日

乙
骨
達
夫
国
立
国
会
図
普
館
収
集
整
理
部
主
任
司
書

菊
地
勇
次
郎
大
正
大
学
文
学
部
教
授

沙
藤
隆
茂
東
京
大
学
附
属
図
書
館
小
務
部
長

柴
田
光
彦
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
古
書
調
査
係
主
任

堤
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
教
授

森
川
彰
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
教
授

昭
和
五
八
年
度

共
同
研
究
員

任
期
昭
和
五
八
年
四
月
一
日
～
昭
和
五
九
年
三
月
三
一
日

今
西
寅
天
理
大
学
文
学
部
教
授

岩
下
紀
之
愛
知
淑
徳
大
学
文
学
部
講
師

奥
田
勲
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
教
授

清
登
典
子
鶴
見
大
学
女
子
魚
期
大
学
部
非
常
勤
講
師

沢
井
耐
三
愛
知
大
学
教
養
部
教
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
教
養
部
教
授

徳
江
元
正
國
學
院
大
学
文
学
部
教
授

鶴
崎
裕
雄
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
助
教
授

平
川
祐
弘
東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

渡
辺
憲
司
梅
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

人
事
異
動

（
昭
和
五
十
八
年
三
月
～
昭
和
五
十
八
年
七
月
）

（
昇
任
）
昭
和
五
十
八
年
五
月
一
日
付

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
教
授
）
安
永
尚
志

（
東
京
大
学
よ
り
）

（
転
出
）
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
教
授
）
村
上
學

（
豊
橋
技
術
科
学
大
学
へ
出
向
）

（
辞
職
）
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付

文
部
教
官
（
史
料
館
教
授
）
大
野
瑞
男

（
東
洋
大
学
就
職
）

（
客
員
教
授
）
昭
和
狂
十
八
年
、
月
一
Ｈ
～
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
口

文
献
資
料
部
井
上
宗
雄

（
立
教
大
学
よ
り
）

（
併
任
）

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）
服
部
幸
造

（
福
井
大
学
よ
り
）

』
ｖ

I
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プ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
大
学
で
、
源
氏
物
語
だ
け
の
国
際
的
な

学
会
を
開
く
予
定
で
あ
る
ら
し
い
と
聞
い

た
の
は
、
昭
和
五
十
六
年
の
夏
で
あ
っ
た
。

す
こ
し
関
心
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ミ
エ

・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
か
ら
発
表
し
て
ほ
し

い
旨
の
手
紙
と
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
内
容

な
ど
が
届
け
ら
れ
た
．
す
っ
か
り
面
食
ら

い
、
発
表
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た

し
、
一
年
も
先
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
．
翌
年
の
三
月
か
ら
二
カ

月
間
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
に
招

か
れ
て
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

直
前
、
五
十
七
年
度
の
文
部
省
在
外
研
究

員
に
内
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば

よ
い
機
会
な
の
で
、
源
氏
物
語
の
研
究
集

会
だ
け
で
も
少
し
の
ぞ
き
、
イ
ギ
リ
ス
へ

回
る
こ
と
に
し
よ
う
と
予
定
を
立
て
、
そ

の
旨
来
日
し
て
い
た
ロ
バ
ー
ト
・
プ
ラ
ワ

ー
さ
ん
に
伝
え
た
。
個
人
的
に
知
っ
た
人

も
い
く
人
か
出
席
す
る
ら
し
い
の
で
、
旧

交
を
暖
め
る
の
に
も
よ
い
だ
ろ
う
と
思
っ

た
次
第
で
あ
る
。

メ
ル
ボ
ル
ン
に
滞
在
中
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ

教
授
か
ら
速
達
が
あ
り
、
「
ブ
ラ
ワ
ー
さ

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学

源
氏
物
語
研
究
集
会
参
加
記

ん
か
ら
学
会
へ
出
席
す
る
旨
の
手
紙
を
も

ら
っ
た
が
、
折
角
の
機
会
な
の
で
発
表
し

て
ほ
し
い
。
昨
年
す
で
に
依
頼
し
て
お
り
、

発
表
す
る
も
の
と
予
定
し
て
時
間
は
空
け

て
い
る
。
発
表
要
旨
を
至
急
送
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
国
立
大
学
の
ト
ー
マ
ス
・
ハ
ー
パ
ー

さ
ん
も
、
ぜ
ひ
発
表
し
た
方
が
よ
い
と
の

こ
と
な
の
で
、
突
然
で
何
も
資
料
は
持
ち

合
せ
て
い
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
翻
訳

し
て
も
ら
っ
て
急
送
し
た
の
で
あ
る
。

五
十
七
年
八
月
、
す
こ
し
早
め
に
ア
メ

リ
カ
へ
出
か
け
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
回
り
、
十
六
日
に
空

港
で
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
出
会

っ
た
．
一
緒
に
プ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
へ
行
こ

う
と
、
か
ね
て
時
間
な
ど
東
京
で
約
束
し

て
い
た
の
だ
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で
知
っ
た

人
と
出
会
う
の
は
、
と
て
も
懐
か
し
く
、

不
安
な
思
い
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
。
夜

九
時
前
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ
ス
空
港
着
、

そ
こ
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
の
ユ
ー
ジ
ン

・
オ
ー
ヤ
ン
教
授
が
迎
え
に
来
て
下
さ
っ

て
い
た
。
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
ま
で
は
、
車

で
一
時
間
で
あ
る
。

一
）

伊
井
春
樹

こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト

ン
滞
在
中
、
ツ
イ
ン
・
コ
ネ
ク
ト
と
い

う
変
っ
た
様
式
の
ホ
テ
ル
で
、
一
部
屋
ず

つ
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
さ
ん
と
過
ご
す

こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
日
は
二
人
で
食
事
、

散
歩
と
プ
ラ
プ
ラ
し
、
夕
方
か
ら
は
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大

学
の
岩
本
さ
ん
の
案
内
で
、
サ
イ
デ
ン
ス

テ
ッ
カ
ー
、
プ
ラ
ワ
ー
夫
妻
、
・
ハ
ウ
リ
ン

グ
、
ゴ
ッ
フ
さ
ん
な
ど
と
食
事
に
出
か
け
、

ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
で
の
二
日
目
の
夜
も
楽

し
く
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
．

十
八
日
か
ら
二
十
一
日
の
昼
ま
で
、
二

十
六
の
研
究
発
表
、
二
つ
の
パ
ネ
ル
・
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
講
演
一
つ
と
い
う
過

密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
朝
八
時

半
か
ら
夕
方
五
時
ま
で
と
い
う
、
驚
く
べ

き
タ
フ
ネ
ス
ぶ
り
で
あ
る
．
日
本
で
は
八

時
半
始
ま
り
な
ど
と
い
う
の
は
考
え
ら
れ

な
い
し
、
あ
っ
た
と
し
て
も
ま
ず
人
は
あ

ま
り
集
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

八
時
半
の
副
学
長
の
挨
拶
の
折
に
は
、
予

定
さ
れ
て
い
た
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
出
席

し
て
お
り
、
そ
の
状
態
で
四
日
間
続
い
た

こ
の
『
館
報
』
も
す
で
に
二
十
号
を
越
え
た
。
文
献
資
料
部
と
し
て
も
、
大
久
保

文
献
資
料
部
事
業
報
告

ｰ

の
で
あ
る
。
驚
異
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。
し
か
も
、
発
表
が
終
る
た
び
に
、
次

々
と
質
問
者
が
出
る
の
も
、
新
た
な
驚
き

だ
っ
た
．
発
表
者
と
真
剣
に
討
議
す
る
こ

と
が
、
参
加
者
の
務
め
で
も
あ
る
か
の
よ

う
な
気
迫
で
あ
る
。
私
の
乏
し
い
英
語
力

で
は
、
ど
れ
ほ
ど
も
聞
き
取
れ
な
い
の
だ

が
、
こ
の
学
会
へ
の
参
加
は
貴
重
な
体
験

で
あ
っ
た
．
そ
れ
と
発
表
要
旨
と
は
別
に
、

発
表
の
原
稿
そ
の
も
の
が
、
分
厚
い
二
冊

の
冊
子
と
な
っ
て
配
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、

日
本
の
学
会
で
も
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
あ

る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
そ
の
準
備
な
ど

に
は
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

ら
『
ノ
○

二
十
二
日
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
さ

ん
と
別
れ
て
ボ
ス
ト
ン
へ
飛
び
、
ゴ
ッ
フ

さ
ん
の
案
内
で
市
内
を
観
光
し
た
り
、
ボ

ス
ト
ン
美
術
館
の
古
筆
切
や
フ
ォ
グ
美
術

館
の
古
写
本
の
調
査
な
ど
を
し
て
数
日
す

ご
し
た
．
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
に
四
十
日
、

パ
リ
に
川
日
滞
在
し
、
二
ヵ
月
の
長
い
旅

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

福
田
秀
一
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前
部
長
以
来
、
毎
号
一
定
の
ス
タ
イ
ル
で

所
管
事
業
の
進
渉
状
況
の
報
告
を
行
っ
て

き
た
が
、
今
回
か
ら
や
や
体
裁
を
変
え
、

事
業
の
内
容
を
簡
潔
に
記
述
す
る
こ
と
と

し
て
、
事
業
遂
行
の
た
め
の
諸
会
議
の
報

告
な
ど
は
、
項
目
と
し
て
は
挙
げ
な
い
こ

と
と
し
た
。
主
と
し
て
紙
幅
の
制
約
と
気

分
一
新
の
た
め
で
あ
り
、
陰
に
陽
に
当
館

の
使
命
と
事
業
に
御
理
解
・
御
協
力
下
さ

っ
て
い
る
各
種
の
委
員
・
調
査
員
な
ら
び
に

所
蔵
者
等
へ
の
感
謝
の
念
は
変
わ
ら
な
い
。

以
下
、
前
号
に
報
告
し
た
本
年
一
月
末

以
後
、
七
月
末
頃
ま
で
の
当
部
の
主
な
事

業
と
そ
の
進
渉
状
況
に
つ
き
概
略
述
べ
る
．

昭
和
五
十
七
年
度
国
文
学
文
献
資
料
調
査
．

収
集
結
果
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
号
に
や

や
詳
し
く
説
明
し
た
が
、
そ
の
後
三
月
末

ま
で
の
追
加
と
そ
れ
を
加
え
た
昨
年
度
の

合
計
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
、
調
査

追
加
さ
れ
る
所
蔵
者
・
文
庫
名
と
し
て

は
、
関
東
地
区
に
茨
城
大
学
附
属
図
齊
館
．

東
洋
文
庫
・
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研

究
室
、
中
部
地
区
に
富
山
大
学
附
属
図
諜

館
（
ヘ
ル
ン
文
庫
）
・
小
松
天
満
宮
、
九

州
地
区
に
武
雄
市
教
育
委
員
会
（
武
雄
鍋

島
文
庫
）
が
あ
り
、
国
内
の
合
計
は
五
七

箇
所
八
、
二
○
二
点
と
な
っ
た
．
更
に
、

海
外
と
し
て
大
英
図
書
館
（
教
官
の
文
部

省
在
外
研
究
費
に
よ
る
成
果
で
臨
時
的
な

も
の
）
四
三
七
点
が
あ
る
。

二
、
収
集

追
加
所
蔵
者
・
文
庫
名
と
し
て
は
、
関

東
地
区
に
宮
内
庁
書
陵
部
、
近
畿
地
区
に

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
九
州
地
区
に

九
州
大
学
附
属
図
沸
館
（
支
子
文
庫
）
が

あ
り
、
国
内
の
合
計
は
三
七
箇
所
五
、
三

二
八
点
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
、
海
外
よ
り
の
収
集
（
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
入
手
）
と
し
て
、
米
国
議
会

図
書
館
（
一
○
点
）
、
大
英
図
書
館
（
一
四

点
）
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
（
一
○

二
点
）
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
一
九
点
）

の
四
箇
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
海
外
所
蔵

機
関
に
関
し
て
は
今
の
と
こ
ろ
当
館
と
し

て
の
調
査
が
で
き
ず
、
た
ま
た
ま
得
た
情

報
や
不
完
全
な
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
出
願
・

発
注
し
て
い
る
た
め
、
各
機
関
の
所
蔵
状

況
か
ら
見
れ
ば
質
的
に
も
量
的
に
も
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
で
不
十
分
な
収
集
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

昭
和
五
十
八
年
度
文
献
資
料
鯛
査
・
収
集

計
画
こ
れ
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
昨
年

後
半
か
ら
立
案
に
か
か
り
、
本
年
三
月
の

収
集
計
画
委
員
会
の
検
討
も
経
て
、
調
査

に
関
し
て
は
国
内
で
五
三
箇
所
七
、
三
八

○
点
、
収
集
に
関
し
て
は
同
じ
く
国
内
で

三
四
箇
所
五
、
○
二
五
点
を
計
画
し
た
。

そ
し
て
そ
の
遂
行
の
た
め
に
全
国
六
地
区

に
本
年
度
も
計
七
八
名
の
調
査
員
を
委
嘱

シ

し
、
ま
た
対
象
文
庫
の
必
要
に
応
じ
臨
時

的
な
特
別
調
査
員
を
も
一
○
名
近
く
委
嘱

し
て
、
特
に
今
年
度
一
年
間
を
通
じ
て
御

協
力
願
う
調
査
員
に
対
し
て
は
、
例
年
通

り
五
月
に
当
館
で
開
か
れ
た
調
査
員
会

議
の
席
で
今
年
度
計
画
を
説
明
し
て
協
力

を
乞
う
と
共
に
、
地
区
あ
る
い
は
文
庫
ご

と
に
必
要
な
打
合
せ
を
も
行
っ
た
。
そ
の

後
現
在
ま
で
約
三
箇
月
、
本
年
度
の
調
森
．

収
集
計
画
は
、
き
び
し
い
予
算
の
制
約
は

あ
る
が
、
調
査
員
や
所
蔵
者
・
関
係
者
等

の
御
支
援
・
御
好
意
を
得
て
、
順
調
に
進

み
つ
つ
あ
る
。

な
お
海
外
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、

今
年
度
当
部
の
教
官
を
主
体
に
し
た
メ
ン

バ
ー
で
文
部
省
科
学
研
究
費
（
海
外
学
術

調
査
）
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、
今
秋
約
一
箇
月
に
わ
た
っ
て
、
米

国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
パ
ー
ク
レ
イ
校

の
旧
三
井
文
庫
本
の
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
収
集
に
関
し
て
は
、
先

年
来
出
願
・
発
注
済
の
西
独
ル
ー
ル
大
学

ボ
ッ
フ
ム
東
亜
学
部
蔵
齊
や
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
王
立
図
書
館
蔵
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
そ
の
他
が
、
今
年

度
中
に
入
荷
の
見
込
で
あ
る
。

第
四
室
客
員
部
門
と
し
て
の
第
四
室
は
、

今
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
和
歌
文
学

の
研
究
と
語
り
物
文
学
の
研
究
と
の
二
つ

を
立
て
、
井
上
宗
雄
氏
（
立
教
大
学
教
授
）

ｰ

と
服
部
幸
造
氏
（
福
井
大
学
助
教
授
）
と

に
就
任
願
っ
た
。
掲
出
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
は
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
運
用
と
し
て

は
、
国
文
学
研
究
に
重
要
な
意
義
を
有
す

る
文
庫
で
目
録
が
不
十
分
な
も
の
に
つ
い

て
、
当
館
が
す
で
に
所
有
し
て
い
る
調
査

デ
ー
タ
（
カ
ー
ド
）
と
収
集
資
料
（
紙
焼

写
真
又
は
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
）
と
に
よ
る
研

究
（
書
名
認
定
、
系
統
判
別
、
注
記
等
）

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
一
種
の
目
録
形
式

に
記
録
す
る
も
の
で
、
当
面
約
十
年
間
、

毎
年
各
分
野
の
専
門
家
に
委
嘱
し
て
成
果

を
蓄
積
し
、
完
成
の
時
点
で
は
所
蔵
者
の

了
解
を
得
て
学
界
に
提
供
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

第
一
～
三
室
正
員
を
も
っ
て
構
成
す
る

第
一
～
三
室
に
お
い
て
は
、
前
述
の
調
査
．

収
集
計
画
の
遂
行
に
全
力
を
注
ぐ
か
た
わ

ら
、
第
一
室
は
昨
年
度
来
継
続
の
逸
翁
美

術
館
蔵
国
文
学
資
料
の
解
題
研
究
（
共
同

研
究
の
一
テ
ー
マ
）
及
び
古
筆
切
索
引
の

作
成
を
、
第
二
・
三
室
に
お
い
て
は
、
同

じ
く
先
年
来
継
続
の
和
古
書
表
紙
文
様
の

集
成
と
研
究
や
国
文
学
資
料
を
主
と
し

た
蔵
書
印
の
集
成
と
研
究
を
、
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後

と
も
資
料
所
蔵
者
の
御
教
示
・
御
協
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
思
わ
れ
、
こ
の
機

会
に
一
層
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
。

（
文
献
資
料
部
長
）
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昨
年
来
昭
和
三
十
七
年
以
前
研
究
文
献

目
録
縄
集
の
た
め
臨
時
綱
集
室
を
組
織
し

た
が
、
五
ヶ
年
計
剛
妓
後
に
当
る
本
年
度

も
そ
の
体
制
を
維
持
し
て
ｆ
業
の
完
了
を

目
指
し
て
い
る
。

館
創
立
当
初
か
ら
情
報
処
理
に
当
た
っ

て
来
た
田
嶋
一
夫
助
教
授
（
情
報
処
理
室
長
）

が
四
月
、
文
献
資
料
部
へ
移
り
、
内
藤
衛
亮

助
教
授
が
同
室
長
に
併
任
さ
れ
た
。
ま
た
同

室
の
欠
員
に
、
五
月
、
東
大
地
震
研
究
所
か

ら
安
永
尚
志
助
教
授
を
迎
え
た
。
本
年
度
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
機
種
も
更
新
さ
れ
、
当
館

の
情
報
処
理
も
こ
れ
ま
で
の
基
礎
の
上
に

蛎
二
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る
．
そ
の
意
味
で

別
柵
に
総
括
的
な
報
告
も
行
っ
て
い
る
。

情
報
室
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
は
、
昨
年
十

周
年
記
念
事
業
の
意
味
も
あ
っ
て
や
や
規

模
を
拡
大
し
て
行
っ
た
の
を
機
に
、
今
年

度
か
ら
古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
井
本
農
一
委

員
長
が
退
か
れ
、
芳
賀
徹
委
員
が
加
わ
る

こ
と
と
な
り
、
臼
田
甚
五
郎
委
員
長
の
も

と
で
計
画
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
年
は
特
に
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月

七
日
ま
で
日
本
学
術
会
議
等
の
主
催
す
る

大
規
模
な
国
際
ア
ジ
ア
北
ア
フ
リ
カ
人
文

研
究
情
報
部
事
業
報
告

学
会
議
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｎ
）
が
東
京
と

京
都
で
開
催
さ
れ
る
の
で
、
当
館
の
研
究

災
会
の
開
催
時
期
等
を
ど
う
す
る
か
再
検

討
さ
れ
た
が
、
や
は
り
従
来
通
り
十
一
月

に
行
な
う
こ
と
と
し
、
研
究
発
表
の
公
募

を
行
っ
た
。
結
果
は
従
来
を
上
廻
る
応
募

が
あ
り
、
八
月
二
十
日
の
委
員
会
で
研
究

発
表
者
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
定
し
た
。

他
の
当
室
の
繋
業
は
、
昭
和
三
十
七
年

以
前
研
究
文
献
目
録
蛎
業
に
協
力
す
る
こ

と
も
あ
っ
て
本
年
度
は
拡
大
よ
り
も
極
力

能
率
化
に
つ
と
め
た
．

綱
集
室
綱
集
室
で
は
、
三
川
未
に
『
脚
文
学
年

鑑
』
の
昭
和
五
六
年
版
と
『
側
文
学
研
究

資
料
館
紀
要
』
第
九
号
と
を
、
刊
行
し
た
。

現
在
は
、
昭
和
五
七
年
版
『
年
鑑
』
の
作

成
に
携
わ
る
一
方
で
、
継
続
中
の
『
昭
和

三
七
年
以
前
例
文
学
研
究
文
献
Ⅱ
鍬
』
（
仮

称
）
の
完
成
を
急
い
で
い
る
。
五
ヶ
年
計

画
で
出
立
し
た
こ
の
目
録
作
成
事
業
も
、

い
よ
い
よ
最
終
年
度
に
入
っ
た
わ
け
で
、

総
デ
ー
タ
件
数
四
万
四
千
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
に
寧
日
な
き
状
況
で
あ
る
。

情
報
処
理
室

情
報
処
理
室
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、

ｰ

棚
町

知
弥

資
料
の
収
集
、
受
入
、
整
理
、
保
存
及

び
利
用
サ
ー
ビ
ス
、
並
び
に
公
開
講
演
会

の
開
催
等
の
定
常
的
業
務
は
順
調
に
進
展

し
た
。昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
古
典

籍
総
合
目
録
作
成
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
、
古

典
籍
総
合
目
録
委
員
会
、
同
専
門
委
員
会

を
中
心
に
事
業
の
計
画
、
方
法
等
の
検
討

本
号
に
別
途
『
当
館
情
報
処
理
の
現
状
と

展
望
』
と
し
て
要
約
説
明
し
て
い
る
．

昭
和
鎚
年
、
月
末
を
期
し
て
計
算
機
の

更
新
と
、
端
末
釧
台
の
全
館
的
配
備
を
行

う
の
に
伴
い
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
一
層

本
格
化
す
べ
く
準
備
し
て
い
る
．
館
内
サ

ー
ビ
ス
の
本
格
化
は
、
い
ず
れ
実
現
す
る

館
外
に
対
す
る
公
開
サ
ー
ビ
ス
の
前
提
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
、

今
年
既
に
「
入
力
作
業
手
順
の
確
立
」
を

計
り
、
そ
の
中
核
部
分
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｍ
Ｓ

を
中
心
と
す
る
フ
ァ
イ
ル
設
計
、
著
者
と

著
作
典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
書
誌
デ
ー
タ

ロ
ー
ダ
な
ど
の
開
発
に
か
か
っ
て
い
る
．

索
引
作
成
シ
ス
テ
ム
（
本
号
別
項
参
照
）

の
完
成
に
と
も
な
い
試
用
の
デ
ー
タ
整
備

を
昭
和
記
～
弱
年
に
わ
た
り
行
う
。

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

ー

を
す
す
め
て
き
た
。
又
、
情
報
処
理
室
、

轆
理
閲
覧
室
に
お
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
い
、
一
方
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
っ
て
、
古
典
籍
資
料

の
所
蔵
状
況
を
把
握
し
、
所
蔵
目
録
類
の

収
集
も
す
す
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
努
力

の
結
果
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
デ
ー
タ
の

作
成
、
デ
ー
タ
内
容
の
点
検
等
の
基
本
的

共
同
研
究
『
連
歌
』
へ
の
支
援
活
動
と

し
て
シ
ス
テ
ム
分
析
、
設
計
、
開
発
を
共

同
研
究
『
連
歌
』
の
メ
ン
バ
ー
と
協
嬢
検

討
し
、
今
年
後
半
に
は
、
入
力
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
に
は
い
る
。

従
来
開
発
し
て
き
た
デ
ー
タ
と
シ
ス
テ

ム
を
悠
理
し
、
古
典
籍
総
合
目
録
シ
ス
テ

ム
を
中
心
に
統
合
化
す
る
た
め
の
準
備
作

業
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
延
長
に
、
近
い

将
来
の
公
開
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
が
あ
る
と

想
定
し
て
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
な
ら
び
に
回

線
に
よ
る
接
続
手
段
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
そ
し
て
制
度
的
側
面
の

検
討
に
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

作
業
環
境
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

全
館
的
支
援
の
も
と
に
以
上
の
作
業
を
進

め
て
い
る
。

（
研
究
情
報
部
長
）

本
田
康
雄
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な
作
業
に
つ
い
て
の
全
館
的
な
体
制
が
ほ

ぼ
整
っ
た
。
こ
の
事
業
の
当
面
の
目
標
と

し
て
数
年
後
に
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
中

間
版
の
完
成
に
む
け
て
努
力
し
た
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
付
で
、

歌
野
博
閲
覧
係
長
が
盤
理
係
長
に
、
鈴
木

一
正
嫉
理
係
長
が
閲
覧
係
便
に
配
樅
換
と

な
っ
た
。

Ｈ
整
理
閲
覧
室

以
下
に
各
業
務
毎
に
報
告
す
る
。

⑪
受
入
業
務

昭
和
五
十
七
年
度
の
受
入
資
料
数
、
お

よ
び
同
年
度
末
で
の
蔵
書
数
は
、
別
表
の

と
お
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
も
、
予
算
の
碓
定
に

伴
い
、
例
年
ど
お
り
盗
料
の
受
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
ひ
き
つ
づ
き
、
マ
イ
ク
ロ
資

昭和57年度受入、所蔵資料統計

料
の
受
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
写
本
．

版
本
、
複
製
・
翻
刻
資
料
、
国
文
学
関
係

研
究
書
、
逐
次
刊
行
物
等
国
文
学
関
連
資

料
の
総
合
的
な
収
集
・
受
入
れ
に
努
め
た

い
ｏ

な
お
、
『
逐
次
刊
行
物
目
録
一
九
八
三
年
』

を
例
年
ど
お
り
刊
行
し
た
。

②
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

古
典
籍
（
江
戸
時
代
以
前
の
写
本
・
版

本
）
の
総
合
目
録
を
作
成
す
る
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
①
所
蔵
目
録
の
収
集
、

②
書
誌
・
所
在
デ
ー
タ
の
作
成
、
③
デ
ー

タ
の
パ
ン
チ
・
校
正
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ

の
入
力
、
④
蓄
積
さ
れ
た
書
誌
デ
ー
タ
に

よ
る
同
一
書
の
と
り
ま
と
め
、
⑤
作
品
デ

ー
タ
の
作
成
・
入
力
、
⑥
著
者
名
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
⑦
総
合
目
録
本
体
の
編
集
、

⑧
索
引
の
編
集
、
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
古

典
籍
総
合
目
録
の
諸
デ
ー
タ
と
当
館
の
既

存
の
書
誌
デ
ー
タ
（
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
、

和
古
書
目
録
）
と
の
統
合
・
調
整
の
作
業

が
あ
る
。
③
以
降
の
ス
テ
ッ
プ
は
す
べ
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
作
業
で
あ
る
。

今
期
は
、
こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
書
誌
・

所
在
デ
ー
タ
の
点
検
作
業
を
開
始
し
、
さ

ら
に
一
部
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
入
力
の
た
め
の
パ
ン
チ
・
校
正

作
業
も
始
め
た
。
一
方
、
書
誌
・
所
在
デ

ー
タ
の
入
力
シ
ス
テ
ム
（
情
報
処
理
室
で

開
発
）
も
完
成
し
た
の
で
、
書
誌
・
所
在

ｰ

デ
ー
タ
の
作
成
か
ら
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
蓄
穣
に
至
る
作
業
体
制
が
ほ
ぼ
固

ま
っ
て
き
た
．
ひ
き
つ
づ
き
、
書
誌
・
所

在
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
す
す
め
て
い
き
た
い
．

③
繋
理
業
務

当
館
所
蔵
原
本
（
写
本
・
版
本
）
を
対

象
と
し
た
初
の
冊
子
体
Ⅱ
録
『
和
古
諜
目

録
一
九
七
二
’
一
九
八
一
』
に
続
き
、
そ

の
後
の
鵡
加
分
を
収
録
し
た
『
和
古
諜
目

録
墹
加
１
（
一
九
八
二
）
』
を
刊
行
し
た
。

収
録
書
目
数
は
約
八
六
○
点
で
あ
る
。
ま

た
、
和
古
書
整
理
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
や
著
者
名

典
拠
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
、
『
和
古
書

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
形
成
と
著
者
名
典

拠
フ
ァ
イ
ル
』
言
国
文
学
研
究
資
料
館
報

告
』
第
ｎ
号
）
と
し
て
ま
と
め
、
報
告
し

た
。

マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理
も
順
調
に
進
み
、

陽
明
文
庫
他
三
五
文
庫
、
八
九
二
三
点
を
収

録
し
た
『
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
八
二

年
』
を
刊
行
し
た
．
こ
れ
で
六
冊
目
と
な

る
。
一
九
八
三
年
版
（
第
七
冊
）
の
た
め

の
デ
ー
タ
入
力
も
既
に
二
○
○
○
点
ほ
ど

行
っ
た
。

貴
重
書
指
定
小
委
貝
会
に
お
い
て
、
『
薬

師
通
夜
物
語
』
が
尚
重
諜
に
指
定
さ
れ
た
．

㈱
閲
覧
業
務

昭
和
五
十
七
年
度
は
、
入
室
者
数
が
七
、

一
五
二
人
（
一
日
平
均
二
六
人
）
、
文
献
複

ｰ

写
が
二
、
五
三
五
件
二
日
平
均
四
二

件
）
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度
に
比
べ
て
増

加
し
た
。
特
に
文
献
複
写
の
う
ち
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
リ
ー
ダ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

に
よ
る
複
写
は
六
一
七
件
で
前
年
度
の
約

二
倍
に
増
え
た
．
利
用
登
録
者
数
も
累
計

（
三
月
末
ま
で
）
で
九
、
二
四
七
人
に
達

し
た
。
ま
た
、
相
互
利
用
の
申
込
受
付
は
、

四
二
五
点
で
あ
っ
た
。

な
お
、
蔵
書
点
検
を
例
年
通
り
、
三
月

二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
に
か
け
て
実
施

し
た
。

⑤
マ
イ
ク
ロ
室
業
務

作
業
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
は
、
大
阪
女
子

大
学
附
属
図
書
館
他
二
七
文
庫
二
七
一

リ
ー
ル
を
作
製
し
た
。
閲
覧
用
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
は
、
青
森
県
立
図
書
館
工
藤
文
庫
他

九
文
庫
四
九
一
リ
ー
ル
を
作
製
し
、
五
十

五
年
度
収
集
分
の
加
工
を
終
了
し
た
。
紙

焼
写
真
本
に
つ
い
て
は
六
一
○
リ
ー
ル
分

の
焼
付
け
を
行
い
、
陽
明
文
庫
、
斎
藤
報

恩
会
等
の
二
五
九
一
冊
の
製
本
を
行
っ
た
。

文
献
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
撮
影
を
二
九
点
、

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
ニ
七
点
を
作
製
し
た
。

目
参
考
室

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受
付
．

回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充
実
と
参

考
開
架
閲
覧
室
の
維
持
に
当
た
っ
た
。

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の
と

お
り
公
開
講
演
会
・
展
示
を
開
催
し
た
。

13
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利
用
登
録
者
一
万
人
を
突
破

閲
覧
業
務
開
始
六
周
年
を
目
前
に
し
た

七
月
十
四
日
、
利
用
登
録
者
が
一
万
人
を

●
第
肥
回
公
開
講
演
会
（
６
月
娼
日
、
於

当
館
）
「
近
代
文
学
に
お
け
る
「
向
う
側
」
の
空

間
」
キ
ン
ヤ
・
ツ
ル
タ
氏
（
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
、
本
年
度

当
館
客
員
教
授
）
、
「
文
学
テ
キ
ス
ト
の
空

間
性
に
つ
い
て
」
前
田
愛
氏
（
立
教
大
学

教
授
）

●
常
設
展
示

第
蝿
回
・
江
戸
か
ら
明
治
へ
（
昭
和
諏
年

旭
月
１
日
～
昭
和
記
年
３
月
型
日
）

第
四
回
・
日
本
古
典
文
学
史
（
４
月
ｎ
日

～
６
月
弱
日
）

な
お
、
昨
夏
の
第
５
回
夏
期
公
開
講
波

会
の
筆
録
集
で
あ
る
『
日
本
の
歌
謡
（
国

文
学
研
究
資
料
館
鱗
演
集
４
）
』
を
刊
行
し

た
。
（
整
理
閲
覧
部
長
）

昭
和
五
十
八
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
引

き
続
く
い
、
②
の
ほ
か
、
外
国
人
研
究
員

を
中
心
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
共
同
研
究
が

内
容
を
新
た
に
し
て
実
施
さ
れ
た
。

、
逸
翁
美
術
館
蔵
国
文
学
関
係
資
料
の
研

究科
学
研
究
費
に
よ
り
実
施
し
た
研
究
を

五
十
七
年
度
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
、

五
十
八
年
度
は
、
館
外
二
名
、
館
内
三
名

に
よ
り
古
写
本
・
古
筆
切
絵
巻
の
解
題

と
、
俳
階
関
係
の
懐
紙
色
紙
・
短
冊
等

の
調
在
を
進
め
て
い
る
．
年
度
末
ま
で
に

は
、
す
べ
て
の
目
録
と
一
部
の
解
題
を
付

し
た
原
稿
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
連
歌
資
料
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の
研
究

三
年
計
画
の
二
年
次
で
、
今
年
度
は

館
外
五
名
館
内
三
名
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

夏
ま
で
に
全
体
会
議
を
二
回
行
い
、
昨
年

来
約
二
○
○
○
点
の
試
行
採
録
の
経
験
に

も
と
づ
い
て
、
本
カ
ー
ド
の
様
式
を
決
定

し
、
備
報
処
理
室
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

ゆ
だ
ね
た
。

一
方
目
録
試
作
の
た
め
同
フ
ォ
ー
マ
ッ

画
突
破
し
ま
し
た
。
一
万
人
目
の
登
録
者
と

な
っ
た
の
は
、
京
都
の
坂
倉
恭
子
さ
ん
（
仏

教
大
学
学
生
）
。
「
お
か
げ
ま
い
り
」
の
研

究
の
た
め
来
館
さ
江
た
と
の
こ
と
。
坂
倉

さ
ん
に
は
、
整
理
閲
覧
部
長
か
ら
、
記
念

品
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

共
同
研
究

ト
に
よ
る
館
蔵
連
歌
資
料
の
デ
ー
タ
採
録

作
業
も
、
紙
焼
き
資
料
に
よ
る
も
の
は
完

了
し
、
フ
ィ
ル
ム
だ
け
の
分
に
つ
い
て
進

行
中
で
あ
る
。

側
日
本
文
学
に
お
け
る
「
向
う
側
』
の
研
究

八
三
年
度
の
外
国
人
研
究
員
と
し
て
当

館
が
迎
え
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
の
鶴
田
欣
也
教
授
を
中
心
に
、
館
外

か
ら
平
川
祐
弘
（
東
京
大
学
教
授
）
、
徳
江

元
正
（
國
學
院
大
学
教
授
）
の
二
名
、
館
内

四
名
（
福
田
、
山
中
、
桑
野
、
奥
出
）
に
よ

り
、
四
月
十
五
日
鶴
田
教
授
の
箔
任
を
ま

っ
て
新
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
ま
で
に

五
月
十
七
日
「
近
代
日
本
文
学
に
お
け

る
〈
向
う
側
〉
」
鶴
田
欣
也

六
月
二
十
二
日
「
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
に

お
け
る
〈
向
う
側
ご
平
川
祐
弘
、
「
中
世

説
話
に
お
け
る
他
界
」
徳
江
元
正

七
月
二
十
七
日
「
桃
源
郷
の
ト
ポ
ス
」

芳
猟
徹

九
月
九
日
「
近
代
西
洋
文
学
に
お
け
る

〈
向
う
側
〉
」
鶴
田
欣
也

を
中
心
に
研
究
会
を
行
っ
た
．
鶴
田
氏
は

九
月
十
四
日
任
期
を
終
り
、
期
間
等
の
制

約
は
あ
っ
た
が
・
今
後
共
同
研
究
と
し
て

の
成
果
の
取
り
ま
と
め
に
努
力
し
た
い
。

（
共
同
研
究
委
員
会
委
員
長
棚
町
知
弥
）

評
識
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
評
議
員
会
談
が
七
月
十

五
日
（
金
）
に
当
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

石
井
議
長
ほ
か
十
五
名
の
評
議
員
の
出
席

ｰ

を
得
て
開
催
さ
れ
、
議
事
は
管
理
運
営
の

概
況
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、
昭

和
五
十
八
年
度
事
業
及
び
昭
和
五
十
九
年

度
概
算
要
求
等
に
つ
い
て
評
議
か
行
わ
れ

た
。

運
営
協
議
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
議
が
七

月
十
二
日
（
火
）
に
当
館
中
会
議
室
に
お
い

て
、
小
山
議
長
ほ
か
十
三
名
の
出
席
を
得

て
開
催
さ
れ
、
議
事
は
管
理
運
営
の
概
況

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、
昭
和
五
十

八
年
度
事
業
及
び
昭
和
五
十
九
年
度
概
算

要
求
等
に
つ
い
て
協
識
が
行
わ
れ
た
。

委
員
会
日
誌

５
月
ｎ
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会
（
第
一
回
）

５
月
Ⅳ
日
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計

画
委
員
会
（
第
一
回
）

５
月
沁
日
同
文
学
文
献
黄
料
鯛
恋
員

会
談
（
総
会
）

６
月
配
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会
（
第
二
回
）

６
月
鍋
日
共
同
研
究
委
員
会
（
第
一

回
）

７
月
７
日
文
献
目
録
委
員
会
（
第
一

回
）

７
月
四
日
梢
報
検
索
委
貝
会
（
第
一

回
）

８
月
加
日
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

委
員
会
（
第
三
回
）

14
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－
１
＊
解
釈
（
解
釈
学
会
）

－
２
＊
近
世
文
芸
（
Ⅱ
本
近
世
文
学
会
）

３
＊
近
代
語
研
究
（
近
代
語
学
会
）

－
４
＊
軍
記
と
語
り
物
（
軍
記
物
談
話
会
）

－
５
言
語
と
文
芸
（
大
塚
国
語
国
文
学
会
）

－
６
＊
口
承
文
芸
研
究
（
日
本
ｕ
承
文
芸
学

△
二
）

－
７
＊
国
学
院
雑
誌
（
Ⅲ
学
院
大
学
）

－
８
＊
国
語
学
（
川
船
学
会
）

－
９
国
諾
国
文
（
京
郁
大
学
文
学
部
国
語

学
国
文
学
研
究
室
）

一
ｍ
国
語
国
文
研
究
（
北
海
道
大
学
国
文

学
会
）

一
皿
国
語
と
国
文
学
（
火
京
大
学
国
語
国

文
学
会
）

一
吃
＊
側
文
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
側
緒
側

文
学
会
）

一
旧
＊
脚
文
学
（
関
川
大
学
川
文
学
会
）

一
Ｍ
同
文
学
“
解
釈
と
教
材
の
研
究
（
学

燈
社
）

◆
逐
次
刊
行
物
全
冊
開
架
コ
ー
ナ
ー
の
増
設

当
館
で
は
、
利
川
帆
皮
の
商
い
雛
誌
の

全
冊
開
架
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

た
び
新
た
に
三
十
凡
総
を
追
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
十
一
誌
と
合

わ
せ
て
計
叫
十
六
誌
に
な
り
ま
し
た
。
四

十
六
誌
の
タ
イ
ト
ル
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
五
十
卉
順
、
＊
印
は
辿
加
分
）
。

利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
…
…
…
１
１
‐

脂
倒
文
学
解
釈
と
鑑
賞
（
至
文
堂
）
学
会
）
◆
来
館
で
き
な
い
方
の
た
め
に
ｌ
複
写
一

略
国
文
学
研
究
（
早
稲
田
大
学
国
文
学
詔
＊
文
芸
研
究
（
日
本
文
銭
研
究
会
）
サ
ー
ビ
ス

会
）
鋤
平
安
文
学
研
究
（
平
安
文
学
研
究
会
）
当
館
で
は
、
吹
接
来
館
で
き
な
い
方
に
一

Ｗ
＊
Ⅲ
文
学
孜
（
広
脇
大
学
脚
総
側
文
学
㈹
＊
別
冊
脚
文
学
（
学
蹄
社
）
も
複
写
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一

会
）
似
＊
万
葉
（
万
葉
学
会
）
申
し
込
み
の
手
続
き
、
順
序
は
次
の
と
お
》

旧
＊
古
小
記
年
報
（
古
蛎
記
学
会
）
“
＊
美
夫
君
志
（
美
夫
淵
志
会
）
リ
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
た
さ
い
。
・

畑
＊
古
代
文
学
（
古
代
文
学
会
）
“
＊
む
ら
さ
き
”
研
究
と
教
養
（
紫
式
部
①
申
込
複
写
資
料
の
所
蔵
を
確
認
の
う
一

加
＊
語
文
（
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
）
学
会
）
え
、
必
要
事
項
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
一

幻
＊
語
文
（
日
本
大
学
国
文
学
会
）
“
＊
立
教
大
学
日
本
文
学
（
立
教
大
学
日
号
、
複
写
資
料
名
、
請
求
記
号
、
複
写
部
一

配
＊
綿
文
研
究
（
九
州
大
学
国
語
側
文
学
本
文
学
会
）
分
、
複
写
方
法
、
サ
イ
ズ
ー
紙
焼
写
真
の
一

会
）
幅
＊
連
歌
俳
譜
研
究
（
俳
文
学
会
）
場
合
、
等
）
を
記
入
し
、
郵
送
で
お
申
し
》

羽
＊
上
代
文
学
（
上
代
文
学
会
）
“
＊
和
歌
文
学
研
究
（
和
歌
文
学
会
）
込
み
く
だ
さ
い
（
閲
覧
係
あ
て
）
。

別
女
子
大
国
文
（
京
都
女
子
大
学
国
文
②
料
金
の
納
入
申
込
書
に
よ
り
送
料
を
一

学
会
）
◆
新
指
定
貴
重
書
含
め
た
料
金
を
算
定
し
、
「
納
入
告
知
書
」
一

泌
＊
説
話
文
学
研
究
（
説
話
文
学
会
）
次
の
二
点
が
新
た
に
貴
重
書
に
指
定
さ
（
請
求
書
を
兼
ね
た
振
込
用
紙
）
を
お
送
一

泌
＊
中
古
文
学
（
中
古
文
学
会
）
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
貴
重
書
は
五
十
り
し
ま
す
の
で
、
料
金
を
最
寄
り
の
銀
行
一

”
＊
中
世
文
学
（
中
世
文
学
会
）
九
点
と
な
り
ま
し
た
。
に
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

躯
＊
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
（
名
古
屋
大
●
『
薬
師
通
夜
物
語
』
（
刊
）
③
複
写
物
の
送
付
料
金
納
入
の
確
認
後
、
一

学
国
語
国
文
学
会
）
●
『
郎
忠
介
公
奏
疏
』
（
刊
）
複
写
物
を
送
付
し
ま
す
。

羽
＊
Ｈ
本
淡
劇
学
会
紀
要
（
日
本
演
劇
学
な
お
、
大
学
等
に
所
属
し
て
い
る
方
は
一

会
）
◆
参
考
開
架
資
料
の
排
架
位
置
所
属
機
関
の
図
書
館
を
通
じ
て
当
館
に
申
一

鋤
＊
日
本
歌
謡
研
究
（
日
本
歌
謡
学
会
）
参
考
開
架
閲
覧
室
の
開
架
資
料
に
つ
い
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

瓠
＊
日
本
近
代
文
学
（
日
本
近
代
文
学
会
）
て
、
書
架
番
号
の
変
更
と
資
料
排
架
の
移
当
館
資
料
の
所
蔵
の
確
認
は
、
次
の
所
一

鉈
日
本
文
学
（
日
本
文
学
協
会
）
動
・
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
蔵
目
録
を
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
．

羽
＊
日
本
文
学
風
土
学
会
紀
事
（
日
本
文
ま
た
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
佃
々
の
資
●
マ
イ
ク
ロ
資
料
ｌ
↓
『
国
文
学
研
究
資
一

学
風
土
学
会
）
料
の
排
架
位
樅
を
検
索
す
る
た
め
の
ト
ウ
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
鍼
』

鋤
＊
表
現
研
究
（
表
現
学
会
）
ｌ
ル
と
し
て
、
柵
求
記
号
別
き
の
リ
ス
ト
●
逐
次
刊
行
物
ｌ
↓
『
同
文
学
研
究
資
料
一

弱
＊
仏
教
文
学
（
仏
教
文
学
会
）
を
新
し
く
備
え
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
館
蔵
逐
次
刊
行
物
目
録
』

妬
文
学
（
岩
波
書
店
）
く
だ
さ
い
。
●
図
書
（
写
本
・
版
本
）
ｌ
↓
『
国
文
学
一

幻
＊
文
学
・
語
学
（
全
国
大
学
国
語
国
文
研
究
資
料
館
蔵
和
古
書
目
録
』

８
０
日
０
０
０
０
０
６
０
０
日
０
９
６
ｏ
Ｑ
ｏ
４
６
０
ｃ
ｃ
０
ｂ
ｏ
０
０
Ｄ
６
申
申
ｃ
６
０
９
Ｃ
０
０
０
０
０
６
６
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
９
９
０
０
９
０
９
０
０
■
申
。
０
６
９
６
０
６
６
０
０
１
０
８
０
０
０
６
０
０
１
０
０
０
６
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
８
０
６
０
０
Ｕ
６
０
０
０
Ｄ
０
０
■
Ｏ
Ｂ
Ｂ
０
０
０

ｰ

ｰ
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国
語
国
文
学
会
連
絡
協
議
会
に
参
加
す

る
学
会
の
秋
季
大
会
予
定
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
学
会
掲
出
は
五
十
音
順
。
以
下

①
事
務
局
、
②
大
会
開
催
日
、
③
会
場
。

②
③
の
記
入
の
な
い
学
会
は
大
会
予
定
無

し
か
、
ま
た
は
大
会
期
日
未
定
。

解
釈
学
会
①
〒
一
七
○
豊
脇
区
北
大
塚

三
’
二
九
’
二
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
内

近
代
語
学
会
①
〒
一
六
○
新
宿
区
北
新

宿
三
’
一
○
’
一
○
’
五
○
七

国
語
学
会
①
〒
一
○
一
千
代
田
区
神
田

錦
町
三
Ｉ
二
武
蔵
野
書
院
気
付
②
一
○

月
二
二
～
二
三
日
③
富
山
大
学

古
事
配
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区
東
四

’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
日
本
文
化

研
究
所
第
六
研
究
室
内

古
代
文
学
会
①
〒
一
六
七
杉
並
区
清
水

一
’
二
ｌ
一
一
呉
哲
男
方

上
代
文
学
会
①
〒
二
三
○
横
浜
市
鶴
見

区
鶴
見
二
ｌ
ｌ
ｌ
三
鶴
見
大
学
女
子
短

期
大
学
部
国
文
科
研
究
室
内
②
二
月

一
二
日
③
早
稲
田
大
学
小
野
講
堂

説
話
文
学
会
①
〒
一
七
○
豊
島
区
西
巣

鴨
三
’
二
○
ｌ
一
大
正
大
学
国
文
学
研

昭
和
五
十
八
年
度
秋
季
学
会
開
催
一
覧

究
室
内
②
九
月
二
四
日
③
清
泉
女
子
大
学

全
国
大
学
国
願
国
文
学
会
①
〒
一
○
二

千
代
田
区
三
番
町
二
八
’
六
グ
ラ
ン
三

番
町
四
○
五
号
桜
楓
社
気
付
②
一
○
月

二
二
～
二
四
日
③
愛
知
大
学
（
盟
怖
校

舎
）

中
古
文
学
会
①
〒
四
六
三
名
古
堅
市
守

山
区
大
森
二
二
八
二
ｌ
二
金
城
学
院
大

学
国
文
学
研
究
室
内
②
一
○
月
一
五
～

一
六
日
③
二
松
学
舎
大
学

中
世
文
学
会
①
〒
一
○
二
千
代
田
区
富

士
見
二
’
一
七
ｌ
一
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
内
②
一
○
月
二
二
～
二
四
日
③
愛

知
大
学
（
蝋
僑
校
舎
）

日
本
演
劇
学
会
①
〒
一
六
○
新
宿
区
西

早
稲
田
一
’
六
ｌ
一
早
稲
田
大
学
淡
劇

博
物
館
内
②
一
○
月
一
五
日
③
同
志
社

大
学

日
本
歌
謡
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区
東

四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
文
学
部

第
五
研
究
室
内

日
本
近
世
文
学
会
①
〒
一
○
一
千
代
田

区
神
田
神
保
町
三
’
二
七
共
立
女
子
大

学
日
本
文
学
研
究
室
内
②
二
月
二
二

～
二
三
日
③
京
都
会
館

ー

情
報
室

日
本
近
代
文
学
会
①
〒
一
七
六
練
馬
区

豊
玉
上
一
’
二
六
武
蔵
大
学
人
文
学
部

内
②
一
○
月
八
～
九
日
③
新
潟
大
学
人

文
学
部

日
本
口
承
文
芸
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷

区
東
四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
文

学
部
第
五
研
究
室
内
②
二
月
一
九
日

③
常
葉
学
園
女
子
短
期
大
学

日
本
文
学
協
会
①
〒
一
七
○
豊
島
区
東

池
袋
二
’
一
九
’
二
第
二
八
千
代
マ
ン

シ
ョ
ン
二
○
二
号
②
一
○
月
二
九
～
三
○

日
③
横
浜
市
立
大
学

日
本
文
学
風
土
学
会
①
〒
二
一
四
川
崎

市
多
摩
区
東
三
田
二
ｌ
－
ｌ
－
専
修
大

学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

日
本
文
芸
研
究
会
①
〒
九
八
○
仙
台
市

川
内
東
北
大
学
文
学
部
内

俳
文
学
会
①
〒
一
五
七
世
田
谷
区
成
城

六
’
一
’
二
○
成
城
大
学
文
芸
学
部
尾

形
研
究
室
内
②
二
月
五
～
七
日
③
山

口
県
立
図
書
館

表
現
学
会
①
〒
四
八
○
’
二
愛
知
県

愛
知
郡
長
久
手
町
愛
知
淑
徳
大
学
国
文

学
科
研
究
室
内

仏
教
文
学
会
①
〒
一
四
一
品
川
区
大
崎

四
’
二
’
一
六
立
正
大
学
文
学
部
国
文

学
研
究
室
内
（
東
部
）
〒
六
○
三
京
都

市
北
区
紫
野
北
花
ノ
坊
町
九
六
仏
教
大

学
高
橋
貞
一
研
究
室
内
（
西
部
）

万
葉
学
会
①
〒
五
六
五
吹
田
市
千
里
山

ー

東
三
関
西
大
学
国
文
学
研
究
室
内
②
一
○

月
九
～
一
二
日
③
岡
山
大
学

美
夫
君
志
会
①
〒
四
六
六
名
古
屋
市
昭

和
区
八
事
本
町
一
○
一
中
京
大
学
文
学

部
国
文
学
研
究
室
内

和
歌
文
学
会
①
〒
一
七
一
豊
島
区
西
池

袋
三
’
三
四
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文

学
研
究
室
内
②
一
○
月
二
九
～
三
一
日

③
宮
城
学
院
女
子
大
学

＊
＊
＊

第
七
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
①
〒

一
四
二
品
川
区
遡
町
一
’
一
六
’
一
○

国
文
学
研
究
資
料
館
②
二
月
二
～

一
二
日
③
国
文
学
研
究
資
料
館

国
文
学
研
究
資
料
館
報
第
二
十
一
号

昭
和
五
十
八
年
十
月
発
行

繕
集
・
発
行
者

国
文
学
研
究
資
料
館

東
京
都
品
川
区
堕
町
一
‐
一
六
‐
一
○

電
話
（
七
八
五
）
七
一
三
一
（
代
）

印
刷
所
株
式
会
社
三
輿

郵
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番
号
一
四
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